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フ工ロシアン化モ 1)ブ'ヂンの枝容す.(併売穆l二対寸るイオン交綬挙動
1 B 1 

放医石町

o~可対正一 f 烹滝在己/大手担保司 f イ手沢正実

プェロ ιアシイι信物のあるもの!士ア;レカリ金属とくにセシウAε 上く吸着すること

が認何らu1..ている。士主!こフz ロシアンイι費節 tまアェロシアバιナトリウt..1 ，::対し

て硝酸聖鎚d:3 の割合。ュ加之ると生坂 L ノアェロ乙アシイヒ亜釦ナ卜リウ ~，.tl: Iの

割右eニ加えると生点することが‘4きか，)/ふのI奇岩の陶イGとめイオ〉交1失友t:.tJ若し

くWt.よるこ ζ が‘認明らIl"(fz ，第 10回放射化学ま寸論会) 0 I苛むよコ fよ傾向が7工ロシア

ンイι銅とブヱロシアン化銅ナトリウム，アz ロシアン化二、ソケ 1レヒア工口 ιアL化ニ

. ，τ ザケ1しナトリヴ判円 I句どみら胤た(日本化学名第21平安)。ょのようにアェロシアン

化合吻のあるもの 1土品脊均質の議右此苫友えること lこよリ生威物質の勉採が変わリ/

その生lN，均質のイオン女検挙動が着 Lく変わる a フェロシアシイιモリデデンl二j訂する

研党，-j:8a.ets/fらパよってずすなわれてけるがノふのような詞象が7:r. ロシアンイヒモリフい

'デンずttA:めらバ1るかどうか Lらぺた ο

安 庁東
安易委，::.イ室用 L1.こロ反着ィ本 1土が主まぜなが、 b 下室E組~ηA 寂ど Bi及 ε 加え {81淘加温 L

， I臼放置後， ;;rt政 ε?門~ I ~t?手 I I司李-u愛ノ無;;jぐ燐酸圭入れたデ‘ジケータ中で京崎し

て4下った。 A，B品殺の議会主ι手t会決の逼リずある。

ロ及看体番号 A・1見 : B ;.夜 A戎:
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i
2
3
 

，，， 仇

1

0

0

/ 0.211 Na2.MoO+ ;__"，.，_ 0.4 t1 HC止

B 三夜:

0、2付 Nf4Fe(Cfll)6i.-t. 0.4付 HcL

/ 

/ 

Iif布イ柔蚊I kd..， ''Iイオシ安母体 o、/令 l二放射性根樗を宮む必殺(約10万cpm/m.e.) 5: m~ 
を加え，一定時向ふ 1)まぜたのち，重tじ/jj古島(宮000rpt11， 10傍白)L t::.上都及 2 mR. 
の放身;t能ε井戸型シンチレーション計ま文案皇室ず測定し常法 lこよ，)算出 Lた。

結果
ロ反動本 No.l， Nd-2， NI7・3の相互比較 (I ) 戒厳主点時の吸着ィネ1，之めを，古膏

長官をて、、よれ直t二長時嗣ま牢し r 之らl1ttz沈殿，:t車if号、すき k、聖者色とな勺tz• 一方 "'0 、 3
1ま容53tGPiEt、芝，長時した戒厳 1ます?褐色ぜあった。また Mο1，21玄米 l二三容，tきがJ

1'10・31土難7をぜ、あっ h。

(2}X線耳~-tI十(紡未認 )η 従来 吸着イ本的X線週折J~ 1ーシ左理学宅気製の

D~ 3 F型ず舟j史した。その綜安定事 II司，.::示す。 No‘II 2 のX線週刻T'~ '1- ンtまよ
く似て、、るめず結晶繍i主主，か t，Fリ教似 Lていると兎えら似る，一方 I /110.3 I才 No
1， 2，::.くうべ結晶t怯が:おーフマける上うである。
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o 1 2{hr) 
Shαking time 

事之図:iIく，グオキサン(1'，)中がむのは
ど3・1}ま世::'B寄宿1の嗣係

( 3 )セ予ケL...¥r二対する吸着古学動

No，/， Z {1:求凍i授ず若干宕，tるので難落

なr フ|ぐジ、ifキサン(/ : 1)の L容i夜gニG
左加えて(震終』震度 lび&門 Cs)・3、1)まぜ
た。その結果 lま第之団 tニ示寸ように r イ

コ「シ交1安速度，;tがなリ早く No，l，2. ， 3 

州古lず差が認♂うわM.はがっt2."平街，三達二
L tこのち d:NO， 3 の x.;r英容号が長4大芝

ー' く，No，ニ乙 ，"'0. 1の19動ム小 Zくかった。

No‘3のイオン交換孝安b
3-，の崎惹{牟のc:t7.." No，3 ，ま求 lニ雄培ず交
換客菅が「大き、，めて妓同才eト訪者稽のR長着ィネ
と Lて利用七、芝色。五南画質接五夜め L震瑳乏支
えて.IiJ布係数の東北き tらべ t1.o 第3i司
法宇副本ξ 加え除、 J女わE性手続妻 ε用、Ir:ごI給
要-i_'，大体 o、15ド1かφ之付の民峨月智恵の

2 、策l到内ず lまG弘勾厨el士一 IJ 陀Tず Iま

-3 ， Ce3t-i、改 -3，Ga+，SJ+I主-2

どかリノそ以イ1ft噴雪作用の 5主則，::L t:::. 
がうこどが/i)かった。Z尚鍛i震湾提訴、αI
N昨iιよ1)，1、さく fよ令と!?I，本ど 1て

ぐd惨さ」黒ピ大主〈な bず，あるものほかえっ z減少するような傾向が、みら点位 。こ

川支喬 f~1主之門硝椴左加えてろ、，)まぜると，わずかに着色する内-f_， めずかで、Iまある

汽宕角干すきょうて、め a"'; No，3 1京直舎な〆叩、レユサイズ、ιぞうえムニヒがず至急めで‘

yラ向ワロマトゲ弓フィーと Lての応l羽毛可俄ゼ、あると芳えられ§。
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1 B 2 

、ダ7孝司m金属7溢ーイ苛ン女捧持寄脅も V
奇丈前 11:>字的 {IJ肝

〈波鴎祈)

0今咋精子 ?魚キIJ-失 伊予Rι京

ごfl1-て・¥ 雑々 tj "企晶F品目イ耳ン社持，fi.司自" ~ j下向'):.を巧 fu'用. 主く lこ司 法射1(，
J予約利同について J連q 幸良吾ちし τ~ r~.') ;2.) をして /つのイ才 γ 女機檎Wii粍司句

者p/::. /稚 1f-: J;):. :Z稚ν'/.X-の騨3長rt.qを馬場主及1主主成ざ1[.{寺会三l::f ~ j/:.レ、 これ

ゆち 1品称 LZ 11タ象付加安易品ーイ才ンタ二操樹路" !よぶことにしf-=-.3)ω 前j者を

11南緯タを付叩t-nもお昼 dイ耳ン丈1金曜fnf. ~金j揺を "~稚多奮付加金属品Ld イズン久
接接:rß~"ι サ類ずる。二れらは ぎれを・れm倉島J'k.qr主賓ヒ、 イ才ンた捜検騎手手の

怯官 E帝(.， (レlゐ。たとえば " 7:!. 口ろ/1 シイt. :;;::.γ ケ jレー曾イ汗ン女接持{~~" /;1: 

9をイザ担o~ず今こと {:.ょう単位重苦め作?の也ろ/り ttt!禍・集能ガ。叶えし 手作、 "7
L ロヲ了 γ4じ予ッア lレ・ 7ン崩争力/レジヴ向-1をイ耳、/幻季初fY lZ、 で三毛/ウム与ズト

ロンケヤ円五岡崎 l二掃事ずる 2 と世T‘で.~ゐ e
4子家験で・，;L j:..主ちえフ勾¥1語fnf' (‘'ー持あきらが l亡さわた夕食1f110の機構L 立与

1::::'しらべ‘ゐヒヒ弔 1-:1あ用手伝回今柄久 t11わ1ゐ=どを目白守 ιl--t:.;J-$霊的U安F貧乏おニ U

つT亡。

間戸 H.学稜 q多奪付加 r:.Jゐ単位を萱あた 1tl令官暑q増大 E什吾作め ユ、三{今

難本位のH:，ヲ稚 E閉¥A(.支E食Eエーこr.;勺 f-:..たと主 1;1." 掠手数イ可 γ 女接待ヒ ιて切ら

れ2 凶勺 /1 :/isl!ジ/レコニラ向 t{~安イ汗ン支検1釘 W~I均 r:. 戸 '1 タタ愛付加 I~ フ~"今ょう
β [，. (おエ 7ょう。 門 R 型の稔イ才ン支イ英語:j" H~. A知J;e/iムχι IRAーデグタ u..帝 l三. ヴン

戯エ T ト~ 7向移:;1えきく'/iι[_， J}O~. ナタ I-=- ヴン ~ftJ I三ずる. ')ドラ抱強 とれlエA弐シ

塩化ジ lレフユラ ω話器うえE声Dえ1 リン徽ジ 1レフエウ向-~会イ苛 γ主楼1妻=r~r ~ 1下向、
すれ水北j後、ふれ J:::/3、伝た〆"ツ〉局長ニアト 'Jク山森衣E汐oi....常イ汗ンタ二接岸主リシ

務部 lこし 以{左悶採fi榛j~ tく 11返す。ヅン蹴ジルフ P り向を II自主 成、す(_~ニ1
に乾燥 L宮雪司曜仰主刻怪f争 o

q ンi9~ ジ/レコエヴム q タ笠付加の様与 1 1- 7r:. D 'l1ンイじニュ、'/7 /レてイ与られた qと

同篠1:主tx'‘操作をく '11瓦L仔なう二と 1::J') "揖H5" "，重量 /rJ_$撃的 1-:'埠叩ず令。
三肉、場If~ ¥0田主二 U ヴ T三時 0，-t倉時加 l <f函 I~ しめすご k くで。マ愛付叩 7工ロラ T
:..-1lユ"/'! 1レ-~客ィヰシ女接持守~~'1 を・ 1喜今れT二結果 1:' 乙4ペ、 qン曲者三/1レコニヴム q

場合/-:./1、 干1fT!':なるま t にタ数勾主成、操作左手千令。ヱ勾ヒぎの 、1桔Hf'rの，/ン

敵ジ lレコ z ク白勾合宿壱 I'J.*'::'しめずとち'/(0'あク、 ヱq "穆ナ路U tj 包シク向 ス「

ロンケラ ttq p艮;色鮮か ，i主戒処理血症勾今、 I:t GI程増丈する。

手作. 之稽以 ι 勾~t.孝治勾 "多香 Hpo金島地ーイ才ン支持街路"q例とレ Z1.1:、

37エロヶ了ン H..ユ、yγlレ・'/ン局長ジ jレコニヴ句ー槍イオン支楼街路" ~ j下がしたk
zmd 棺H~ I/ 1'-、チGI:::'めぺ r-:."7t.Oシr~ ，t.エッケ iレ・ 1/ン麟刀 lレラヴ々-~室イ才
ン文 f季語:t ß~" t?j).易な ι閉じ・く、 放射性セシウ向、放射也ストロン今ワ向勾荷集帯1Jヒし

て荷動むあう。



を均 iι h稚金属)&f ，ド滋{t:;n百九tと:r111j.- ピ乞も緋~わ也 r亡、 前今をイ守如金島7盛田イ
庁γ女手妻街路 11 q 1f噺E者先み放射イL学的利用‘ と(. (::，洛;}(ヂ勾萩射fi.検特勾 i1.佳
首位ri.f用事l亡つ ¥11:ヂ含釘レf亡。
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義i 、、手倉イ:tnCJ作動ジjレコエウ向-p安イ才 γ 女持平'f1s t " tf' ()J '1シ似ジシω 功例.
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幸弘教tiPl jエ〉厳密旨l本
1 B 3 

(?長丈;::f.) 永井英夫・ Ih 野~4 丈 0丈宮市 }t

目的:イ才シ責点?IJ ']ト r7 71ーによるt，;;:動毛孝 q 拍車分鮪lこ広い(， i;容障削
k ( -z. I :Z; )，肱 E同 11 ~域全/すく(1. 11島¥I r~持eth 、!f) "1 ~ 4'--z. -;" ~ノ pH ~ It~ ~ f. 

φ離初4ら世H 他下するをいわれ 1川る a ご司 P玲弘令
l同川事勺p#川A 老化 l二 i事7 'z 者iヒ Lf J射 l乞{ト f~崎町 11 H~c:.f ~配向 台1る告締苦$Lいhμ山刈(仇ω偽肘似tぱ正
寺か炉I?ヲ存托す 3肯炉tげyノ pfl E etめ る/-:.ii:1-z H c，;x~- ω1- ~ ID.ι(tz:ヂ止する緒i平ノ(L11.CCぷ)[(flμ← 

に 7""((吟躍を 1恥1. l' Ij.' ，，) 1亡者わる{勾セ 1れ τι1 ?， 0 ご4 研tz;' 1 志~ !.> 1:神
政i乞 t'1数持内幸会鞍丈君〔らノ rbノ 高)色 II >政e.，緒i手を tf~の pU ~骨場作品， " 
1 吉田ぺ j ~ド L 鈴J省孟今令書昔{こ品、よ If すか駒食討する.
寝殿"Ceノ日ノ 7い同政F長J審J長に斡i入 Jい咋4114%ノ i乍t も会電トレーザ司 tI Z俳

L t司、粋J各浪 r( r-ユ・ j 1. :...政;事法"~同軍(j).， I 1- l.-llt (Hl c;.t.) e I X: ~跨 r ト~ 17ゐ

UJ"l cU)住寺村等号よ長令 L， 片足叩 pll'" ~t ~令書i庇~pH，' ~~市場合: j昨敵}fJp瞬ナトクウ内

tU :ωa場合 I t，革路，Jぐ Iレザター Iし Tトリウ '-t)"c1fri綻 L"t f，'17 件。怜l亡{在 "pH 符t~
I-=-;T' If ~ H... C)J: - ~ H w~- 外初島 F 初ぺる場合~れ今主会合単純/-:.存炉 3 ゼ a 三台 It
IIJ齢t‘あろふ均 J 仏ωー川腕幸一定に l7.HtJ1かの濃厚t，t 4tざせるわれ い t-:..，
-0 c.'私ら一定を司 I1-- " f;~ t ，.. ~ tJ 4にbP1..る 7 エシ~$"号も哲I，t1そ bミιf:::よリ
(fI..乙it-J It一安川判部 fl'J今CHtt(_Z-7 I~ ? 1-- ~隊司解幣/-:.よる pH q ft F (.¥ fo:. i)に i配ア
~ 1. 1Iどょう予知育FL K.持1);:1 J， LID 容のパー『γ ナ ~tl ユ~ 'J ~t ' f-::.事I全7式'隷帝 1-:'1 t. ;.， 
厳i怠J夜，iIfι衿元ti事1ftte入れノ J例中ユ判Re 持取 l 伝 f~ ~ t >-を接持H~ tOW('X .st X 

~ (Np-を J IO() 'V2.ø ø 附~$~) ~fÞ....，. 抑主 ι. 但 ì~t管中 1、平尾』うし平(fT代初3 すせらのら
ムiをiR巧ム..1.e r!f取 L1.長 ?oJ7 今 J各;夜~ k .t (-:ウ予ι章じ〉ナレ F ショ〉カウ〉ター r"

tす-ir跨GW1定{f-;. • .1少予 1t fT: /(d， ~ WjZltt打撃虎 [L1 J.' tν・3宮iれ J与定度定!tK "1 I句作
陶{主 11}土試 ltfV多主ら小る。

Qd'j-(長-I ) -;:: J~ K t 14.).ゥ CL7. (/) 

とに ~11. (し1乙 Oq ~~'l1'宇佐Irノ1t. 11.配 lti:l 1. ， ，う jte4主4の数fゐふ

待畢: í~ II pH ~~t援 (pfJ ( 2.，之'"¥..3. 1) (-: J，' Itる向司を6t~ Ce 1二ついて初ベド停車 Pれま i
t. / (;九乙a-];. 0、lμ(:htP /(.l偉 い平(.rニ主0) 1‘訊しと句域全， /.I>~- I~ 一定 j寵

3，/2 
。1♀O 乙'("'7
。、IO 2‘n 
。、'!-O 之，17
。、h 之.23

82 

lれd
<I'l.l' 

竹、午
1t2 
，2.oJ 

定(0、|μ)1二i是?1. ~るの γ ， ( Lこa イty ~t O，j 

主/r_鋳』手都fxl二陶与し7.II るtす小 lず，ぬ{のtlと

恨み~4--午け I~ 4'・1.1."あ~ 01> I 安降{三 11大ぎく者At

l 1. II 3ミ位。υ料る 4 とQo， ~ ~ I;r， p Jl 句{~下 t ~:t 
l二 HC↓f のi竜1f/J" f生 τ しノご内イオシ稗~ 0¥ it体
q生針。ヮ減7Lι4勺伝君主ら小る。つ 1'! I 、

司 4うに iaぃpfl領域r:..ぁ.L' 1. :( Hμ:t'-bv大きく



錯停都保 l二陶手 L'{ ~，るご ， 17"推定 1れる a

だに同じ (Ce ('::つけ T 州 :3.bh'tIPIf.!>1τL げるに.0(f l611定l， lJl高1二使7 ? . 

Crl!J臥 -J)~政位争~t虎 CHW~] ~ Q¥ I相j主主不 liと司 0日間 I7'有る。 ご局場合4
Y1.u.t-内幸IJ，pg: J・b"9孝司すか， fH.' 'lrS-勾場合内約 /O{告司守I} 令~'l子71するに主かかわ

~ r・I JJ以上倒 J震度砂ι1-::7' a ・') /- l t三給事，絡体内府政局 l立大停 l司L、仕庵E芋 l， 
L、Lろpfl: 1.b .1J 吟合的方合υ{重い{喰舟 (-:.A るこ~ 11'7 'Fv ったー費 l乞~ II亡ネ(ι給事も

閉じ;草ff~ 主 i二 70 t:J 叩卜 Lらq合伊ま線1、宇 (r-.fb線1・局る。 ご勾 2手q ~ァ浮か 4 判会
ょう i乞佐指定1fh'(t勿112勾{吟併合‘'ゆるやか， I三広リ者か'一致する神的6主 ιJ島i密度
になるにつれ 1. pfl_6! Iもりも内 11'e'緒停の前面度 þ~ 高~ i '( 11 ~ ~ l!を手 l -Z l)る， J
れ1;1.t!ぃ M の彰i者(::.t. ~いけ川恥わ〉人日体~ þ、~ I ((t pH 1\~ ~ I二お¥}1.. 

t仇はー 刊号1常i品olF常ι や 才 ぐ F 主むlι二 Ht仰iιL).-白"特持(坪手の生舵恥iド工毎手 ι?11 る .: ~ 1J 
さ4れれる。

ー。_plL' 4S 

pfl :ま~~ A 
lhf λ 

K4-L EZ，pH 

/ 

/ 

/ "J↓ 
/ 

/ 

x 
/ 

〆

/ 

， 
/ 

.x 
/ 

/ 

ぷ/ 
〆

10'ト ノ
10-3 

d
一同

サー T恥

づ← Tb ノ

I~ //ノ

JO・4 J ol (uc:t~・ 1

旬ム

か
:
調
H

時
〈
P

回

り

も

っ
b

今

司

令
中
呼
十
向

2

7

作
活
守
、
事
場

、

F
S
Z

、‘ム出
F

岬

4

6

化
正
副
9
n
品
数

t
・
を
け
特
γ
ι

L

皮
Z
に
・
向
希

a

右

陛

芯

由

旬

手

』

〉

有
ぺ
、
L
V
I
s

冨
い
免
町

1仏
ノ

H

H

J

川

判

は

」

V

山
y

4

リ、，
A

宵

7
v
'

町
;
J
f
dゆ
リ
J
;
λ
{

宮

t

T

句
同
に
い
れ

陀

3

1
と

-
2
ゎ・

丹
F
p
t
g
u
r
mい

昨

日

称

?

沖

E
n

虎
M
V

阿
倍
J
y
s
れ
・
う

4

6

2

Z

 

叶
バ
ド

u

T

9

0

t

t

、μγ
俳
A
F

る
伯
尚
，
司
令
ら
絡
め

U

τ

P
ト

J
P
最
誌

E

V
F
殿
、
ぅ
、
白
〆

o
v
u

句
作
・
勾
之
、
之
る
皆
宮
山

t

r
は
考
V
ん
-

H

L

山
川
、
1
・E

案
、
ら
レ
も

J

i

-

-

の
肋

1
4
、
乙
巻
町

停一

r
t
?
芳
い
り

斜
塔
る
も
k

件
全

?
川
雄
け

E
る
一
は

L
t
t
峰
広
利
率
鞍

J

k

l

M
‘

z給
油

持

ハ
は
ず
伏
十
創
刊
れ
の

る

り

意

切

の

し

q
ず

i

T

山
J
l
p
h

年

ι
t

I

J

s

-

-

図

I
戸
初
旬
叫
化
院

トド、つ
a，
J

〆・凶

e
K
1

f
よ
博

Z
J
L
L

司
る
叫
p
u
m
リ
結
対

同
判
按

ι島
ム
ー
同

ら
生
ぺ
1
6

寺
前
抑

83 



1 B 4 

寿待 7ロマトグラアドよる γ;レマ=ク《ター
ゲマトよ~ ~~s ~ t需産

。荻 孝行(神.~吋Lt丙)， -;t本);_IO~e.}i主{婦之天理)

(目的〕ゲ νマユウムを熱守性"}p.~併して生成 L r-:. 77q-e 11 fr崩場L"1フ'lI3 " rj.人

77(je _ 7ち4s来F寿命 7t? マトケラろ~ lfl い t ，ケ~s l> ) -γ、プト JI 1文射!C1的存匂貴
明あいオピ耗?タ荷量lて， 安 t~ As (1I1); As (V) e同時1:4i散し，いういうん‘手ltIマみ 'T
るAs(11') t /ls (V)t?Jタ骨収、色付周べ (t• 

(支援] 厳1(.ゲ 1しマヱウム ItTP帆 t e 1->( /tJらんJ・-4u訓塾宇陀3来(主政λ手脅手ー
ズ7rR I刊号f..)で正時)町旦知 L{" Jll.財f会試手t~ I.t-N ~oH 議決.2 .，J_ '1涼骨子-?"-t: -( 
$~粋法成 t ~ ~.義母 Î t:'-'マト用吸着剤 ti!iコーわレ手守広い J ~ lJ tilhメ由ノ手♂ F

がラス線);.，('Yol)，瓜負向後I//0・cr良成 Lて用、， 'l (1 

/義刑制 ~jをを ft ;tf}t L (: l~ 来，買 QI If' (JI嘉子!宅つ字句ノ A9(IIT)， As (v) 司タ線

材態を主主 Il'ふし f<.，ミ tlltf '" Me 0 H ~ H ct季OI.A..J相剖ψc{ヲど ilいど事わ中3.. 
分者住..J" ft非今~， As("')， As(v)(1 t. irtft-t究Tリ守-~ かえ Tタ離LてれらGre(1毛

リプヂン政ア γ 毛二ウムペシテジン面下臥法決~， As ( 111 )γ チソ、シ・ 7医院キ νム込攻
"&， /ts(〆)(1 S.，..d.::l. 塩厳L春成 'k工法認~~ JifJし作 Fをえをいスプレー手~ ;: ~ Iワコて

そ()¥1<1 f.皇 é~産詳し T1. p-~剣 l 電 t ) 世代Lf~匂e" 77AsQII)，引s(v) It'オ F トラ γJ
グラ y広 1<tヲて 1専らがfて互に4主主 t~色説集 ti去らが戸 Af量ヒがン放 l (，ミで FJ
フリ産評ぞが r'.又，ノ長痢 l{"1..埠冷 t~ I伸、ずつげa'Iけ試がt.lW-，~入れ母H 訂政
張主て，]'JえL-"(えられれそ，".lt"れ d ヒλトfラム句ピ-? J ， も五会T タ oI i丈J1従~A・豪
首D/'é 返却し， 7%s の手 JSR期 Jノ時向 E~控ìt L r~. 
4得待家約j 

d山)A3 (11川1

を法併 Lげτ内サれヒし， Jれそj最有lタ脅在わヒ，閉/のすネ1~ tx:.:f.11手町E長 lと%列企JJ:
N~M l'作、・ L明$(/11 ) 同室内‘を〆糸、γ íf~. L 1ミ 11'-つてはf室内実授 (tii¥.tf材悦，
亙れz/長期S都ヂ人
y戸)ケ1.1-壬 ルが，κ0削Hj.法忌よ或和友桁I~ 片仇O九孟 F主法る角向4グ-rL{: t拭ベ什を/忍E刷草 ι ド奇初で lμ1"手手幻~1然賀 sりρバて
771¥か3仇 I<f、 lげ1 "，~'V ð.' 由敢見れ》争和iド:_~紋丈して，宍守リ守フリ一偽場右 1川"1 Asパ(11川1
As(ν) (;.会斉離佐 l'マ♂ゐ紅.い戸ドf， 対今eO~ é?告併グ-(_}荷，~ ，43 (11')担埠 t l て As::l.- O~ ~ メi-iV'
ko~ /z加えよヒワ:1(/11) t 明s(V) 1品Rj漣が去才 t?..f" V  /)‘ 6， 0 ‘ ';-.......'0.' と本~?よく倉禅
'1 ~ . AS'(III) d)捜時的壱昔，'-3‘え}Iミ Lr之がって義之副1.I ， 司 7~S (111) 0，釘イ訟がz普天草
~o 
(J)腔射 L(:オ恥仏 e(a..)宝島荻星I(t) IltJ"C c'知書4放をノ(C) "Co (l rI : r ~事P!.~芋萩

麦U'Vt-X /〆月/り叫令長~.t-，τ .h 11l絞長時間 l: '7? (reぷ， ~角tf .J 1ft ~ ?'l1s (/11 )臥官民、

著を綱べ~ t図:2 01 よれ乏な~， (a.) 1"(11:')-クrX子rJ， 3 t，' (b)子(1/1〆.f.-Tl' 1/・J(c) 子

，1逆P d'-r> /. t .2こが 3臥骨'"hられ (z.向狩 4-eO~ (五百$(111)控1手I()・!.，...H e I合企メ r/'(

1< 0 H ;.羊或{こ法官、 lrz • 



去十 l困 '77 As(JII)のIf叉辛k放置時間 売r2困 77AS(1I1)の収す左前Jに四聖の閉伶

銘1 .6 r二~WW-ぷ滅。礼
x J'oom.~f 

ro 

、、
百 v-ーー四国ーーーー四ー_-ー-・ー』ー園。

50 

o IlooC . 

金ーー......Jr-一、 一
二、、"'x一一一一二

←"画--ー~ーーーーーー_""

2b304060?L  02046604L  
放置時間 処理後の放置時間

{付 t行 1苛?t -r lて用い(:場合6'17う1s (/11) 01 堂内‘品紅色 f~皇ギ! ~ r....JI)， 沖電
同管日 A九九 F照射して;る決T.J. fl t tJ、し，これら長/長期 l"'( l らべ (l• 対 As.z. 03 

a菅① P/U，叫付 @/・otJμ 1-10)，行""H G /，t./'. f件付F用い (z.会併ftごがら Fノ長l荊
t 1 A-s (111)， As(v) 命生面乙 Fみ}t 2 tLら耐をてのF号占企 As (111)的 ξi){/ls (v) f-.~ 
11-~与が) (2.) 0) 剖場企で~ 4-フ必て要" 3命罪 1)"5早られれ， こ同点1<ついて 1iJ:， ~ 
ら p 室亨:雰囲 ~11をお '1 ~ ~争沖子核汗 L (~件来、くらべてJs 身 l ('( ¥' 0 

(1-)以 2ニ'I~.fょ?手e 0-:1- I i f袈!宇f生子束手 K foHV弘そ..<tf.c.子 t時期照射¥.tρ、会

メ J-lÝkoH 洛液p:ぞかし M‘ 7 呼}句J丈差しタ~3 副イ告が会Á~直 l'i主し(;:D寺会誰Uir，i

うど 7う4s 11 ~fJ .1 fTJノ凪cA.1手ャ μ五 ミ守 (~がる。

85 



1 B 5 
会予ふるいアロマトグヲフ3去l二吋方幼す性核殺
の分権(方|幸成.) qOSr _'foy 

(九大理) 0 与産能政大橋攻、

Sepk~deχ 左用、}るカヲ《クロマトク" "7 7 ~!.は dも号維のす4 又， n jt署左利用する今
融五であ恥 生物仇 1撃的な幕1骨子Jt俗物句。ト盈ーなら也氏、 l三イト予壱三ljl昆1=tx.. <制時 tれマ
いる。 一城 1:: 化学F舎のう怠掬 1~ を (3\" Iit-手す(まちはストークス半経)の久主 1のIII@(大
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溶媒抽出ーアルミナ法による

1 B 6 照射酸化モリブデンからの 99mTcの製造

原 研 館盛勝一中村治人天野恕

柴田長夫

99ηz 目的 99Mo~9mTc 系から核医学にかける有用核種である Tcを，無担体で精製分

離，供給ナる方法 と し て . Generator 方式が使われている。親核種の 99協の製造法 K

は. 98Mo ( n. r) 99 Mo反応による方法と. F Pから分離精製する方法とがあるが，吸

着体として用いられているアルミナの吸 着容量が小さいため. Genera tor 1'L使用する

ため Kは.高比放射能の 99Mo(> 30 omc/?) が必要であって，前者による場合は，

1014 n/sec.cm2
以上の中性子束で長時間照射し念ければ左らず，現状では困難である。

そ ζ で . (n. r)反応でできる低比放射能の大量の 99Mo を使用して. 10 Omc以上の

99mTc を比較的短時間 K精製分離して，供給する事を考慮、した。本実験では，照射し

たモリブデンより， 99m Tcをメチルエチル クト ンで 抽出 し， ア ルミナで精製する方法

を検討した。

実験: 三酸 化 モ リ ブ デ ン ， メ チ ル エチルクトン(M E K )会よび，その他の試薬

は全て特級試薬を用いた。吸着体としては. Woelm社製，活性度一級酸化アルミナと，

Bi 0 Rad Lab 製，合水酸化ジルコニウム( B i 0 Ra d H Z 0 - 1. 5 0 ~ 1 0 0 m e s h ) 

を，それぞれ O.1 N H C.eで処理したもの Kついて検討した。トレーサー用 99Mo (ー

99m Tc )は. M003 を. JRR-2. JRR-3 で長時間照射， または，気送管照射し，

concNH40H1'L溶解したものを用い， 99mT C トレーサーは， 99Moの NaOH溶液から

MEKで抽出rして用いた。実験は，最初に抽出条件を検討するため，水 2 0 mt' (1<: . 

Mo 0 3 • N a OH， トレーサーを加え， M E K 2 om.eと数分間振 bまぜて. Mo 03， Na 

OHの濃度による 影響 を調 べた 。抽 出率 は，両相の放射能を測定して求めた。 99mTc

( vn ) の 吸 着 体への吸着実験は， 99mTc トレーサーを加えた水溶液中(1<:.吸着体 500

砂を加え溶液の PH を O.1 N H C.eまたは， O. 1 N N a OHで変化させ，かくはん器で一

定時間かきまぜた後，溶液中の放射能を測定して吸着率を求めた。 99mTcが MEK中

から吸着される時の時間 K よる変化は， M E Kで洗った後，デシクーター中で乾燥し

た吸着体 10 0砂を， 抑制Tc -M E K液 1 om.e (1<:加え，各パッチのかくはん時間を変え，

吸引 1戸 過 し た 液相中の放射能を測定して求めた。 99mTc中の放射化学的不純物は，最

終試料の r線 スベクトルを 2 4半 減 期 Kわたって測定して求めた。 A.e峠の含有量はア

ルミ ノ ン 法 K ょった。放射能測定は. 1!--{ x 2
n 

Na 1結晶検出器を有する目立 γ ングル

テヤンネル波高分析器:J;~よび， 3HX3グ NaI結晶検出器を有する 256チャンネ Jレ波

高分析器 Uてよ b行った。

結果なよび考察: MEK(I<:よる Tc(VII) の鋪出条件を検討したと ζ ろ. Na OHの

濃度が 5~ 6 Nで最適であった。その際. Mo03濃度 Kよる影響は左 <， 9 9 %.以上

ーの 99mTc(VH) が 一 定 し て 抽 出 さ れ た 。 Mo(Vl)は酸性でアルミナカラム K吸着する事

が知 ら れ て い るが，抽出された 99mTc(羽〕を精製するため(tL， Tc ( VII )のアルミナへ

の吸着挙動をみた。 Fig.1 Vてその結果を 示す。結果から. H型アルミナを水 K浸した
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99ηz 
時 の平衡 PH値は ， 約 3.5であ.!?.との値付近で. ..••. Tcがアルミナに良〈吸着する

とと がわかった。 そ と で . M E K抽出液を蒸発乾国後，水溶液 K して H牛型陽イオン交
一ι

換樹脂 K通し，含まれる Na を除いた後， アルミナカラム K通 し た と と ろ . 9 9 % 以

上の 99mTcが吸着 した。 MEKの蒸発乾固という操作が製造課程 K入ると時間がかかり，

安全上も好まし〈ないので，それを省くため. M E K抽出液を，直接，陽イオン交換

樹脂と アル ミナ カラム K通したととろ. 9 9 %以上の 99mTcの 吸着 がみ られ た。 MEK

中で， 99mTcがアルミナに吸着す
O.IN HCL 

tltrated with o:i N Ñ~-H る点を更 K 検討するため，吸着

102 

司毛
EIE 
斗|斗
(.)1(.) 10 

。

solid 500mg. 

2 3 4 pH 5 

Fi g'， 1 Adsorption of TC-99m on Hydrated 
Alumina and HZO 

ナ カラム VL. M E K 5 omfを 30分 Kわたって

率の時間的変化を調べた。結果

から，最初の数分間で 99mTc の

大部分が速かに吸着するが，そ

の 後 ， 時 間 経 過 と と も に ， 除 k

tて脱着する現象が認められる。

更 VC.Fig.2 I'L示した様 VC. 予め

MEK溶液中でアルミナを平衡

Kしてないた後， トレーサーを

加えた場合は，前者にみられた

よ う 左 顕 著 念 吸 着 は 念 い 。 以 上

から， 99mTcを 吸着 させ たア ルミ

通したが， 99冊 rcの脱着はみられなかった。ヵラ .必

ムからの9加 Tcの溶離は， カラムを水洗後， O. 1 ..-I I ¥ solid IOOmg 

N H Cf また は，生理食塩水で容易 Kできた。

Fi g.l， 2 VL示した様 VC. HZOも99mTcにつ いて 噌

アルミナと類似の吸着挙動を示し，吸着率 はァ lσ 
ルミ ナよ bも 高 い。溶離条件はアルミナの方が

良い の で ， ア ル ミナ カ ラ ム を 使 用 し た 。

99mTcを含む有機溶液を直接アル

ナカラムで処理す る方式を， 1 0 ?の照射 M。
03 vc 3問 適 用 し たととろ，常に 9 0 %以 上 の

へ
収率で. 1時間以 内に高純度の99mTc無担体湾液 '"'1'"'10

、、• 、
を得た 。放 射化 学的不純物としては. 1 0 ~ % 

以 下の 99Moのみが検出された。また . Af3+の混

入量は O.1 N H Cf 2 omfで溶離した場合は，

1 0 0μg/gアル主ナ，生理食塩水 2 omfの場合

は. 4μg/g アル ミ ナ で あ っ た 。

、、~-

二九二二三円e-叩iUbrafed
.... O~ 

~一一
o 1 2 3 4. 5. 6. 7 8 9 10 

t -(m而}

Fi g， 2 Time dependency of Tc-
99m distribution on AI-
umina and HZO. 
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j夜4丈イオ〉交換イ本lこよるトリウム，ヌカンジ

1 B 7 ウL.I，キ土殺の港媒抽出分権

(東京理大・王聖)。五井昭青 関根達也
(理紺野 崎正

トリウムヒ 3イ窃の_:if:，土頬色素グ)イ1:，1学的性質lさ. か岩リ類イ1'A.Lてあ・リ南看を分毒症す&

ことは?f'厨難芯乙と .:o"のい。卒賞、験l止人体的に4-11-す bトリウムを;jt射イヒイト村悲に

よコて l定量する府腐の一環ヒ Lて，トリウ4 とスカシタウム 4τ4・ラシタニド1色素の代

表としてよウロピウ白との分離を府なった之ので'身る a

人寺中のトリウ 4め放射イ七分析l;f32Th(rn-;oY3きTh.の中性号埼玉母反応， Iご占フ τ生々 L

た之33Th.(戸 )0むし半:両替~ 22，4:悦)を，~号す b ごとによって行 1主治;f(る. この時，同時に

的 反応・九C'h，o)九平希同4守Sc下請取に止って生鼠すがなc..&_ "l{."体内 lこ制

している希土類元素r枇射化せ対した之の，さぷ lこlt，体内に車検t:'J/t1C椅す梨生政物
のヰ土暫危素f共存寸る苛すをl'生;6"拘る t t Lて2ヨ行九の宇滞期7J'U位すいこと 4・s， ご7ft

5の共再執す巷とトリウムの分l粧を，迅速オっ雁慢さ1'-17烏うことグ哲走オc このため噂

楳抽出誌を向いた.

1司刊のごとく刊(W)ノScCωJ.a(III)，を比較す争ヒTht切とた(1lI)I;Jとくに均似 lて，こ

の令書創刊問懸ヒ Id'Q.キ1..-卜抽出剤によ争 Sc.3すと Th:千+の摘出 l寸，非常に類似 Lて-j.，'

リ分権函量産おこと汐4勿ぃ勺このためこ北5均金属のチオラアシ酸錯体を，TBPによ

づて介推することか"試み 5 れている?本尉官て"は ζ の穂の操作に主フヒ =tJ-< 同~\ s 
，f(o局骨委譲?を中内 Th.(W)， SC(lII)， Eu(.瓦)，を，月ミ状fltイオム変動卒の高令子三純アミシ，

《ニオシ(1Ë王疋齢製)のキラレ L培法~τ""n，液民陽イオ;，~礎体の 2 ヱチ}I，..ペキ予 lレ y
シ鞍(EH P A)のキシL.;..;:事戒を何いて 5容蝶楠出 L}企吃 ior史、験条件ずをの抽出辛 lて&
I;f'す争等を本金吉1Lた士のて"ある。

〔県闘 すぺE て2s引喧ラ旦宝て"行古った。ムニオシ 1寸キうしシに耀解後，lr青酸ア IJ...ミヨ事
戒と f民主昆 LてNQ;虫!と変九た。全島イオシのトしーすーと Lては.234Th，牛/，Sc，152+ I S'4 E札

を阿い，モの 7農J主 l主 3在イネ試ffを直持 r吉十ぅ閉して兜わた.~拾付20叫遠苅管11 ミJ再検相，
点相各々 5叫入れて機械的に十4尚昆Y迂ぜ1て平衝!と達Lた後， I奇相をピペ。ツトて寸有毒

した。広夜抽出奇~7震度 IJ"-息号 I ¥bーセ Lトて“会Fわす。

防果.) A デ耐え陰イオシ交換体!と占&抽出

げ) 局職ぅ震度の動等 10メムニオムー牛予 Lシ靖宏!こよ Q崎両妻子事戒中のTh.(W)の

袖泊 Id'， ;.u荷鞍7震度のイ色ぃ対l'"1北極めて小ざいが濃度の増大と共に急諒~Iこ増大 l 2:門 t::..
遣すると抽.ili今 Icl'qo話を越え'. 611付近で1守5%L久ょにお七;6'・，乏*Jえよめ 5葉支で， 1主抽出
i司:をにう足止、 lctM で，1在尋1A“<10%， さぷに (3門で， 1寸5"0メ|こ5ja:ケする。

(的 ム二本〉捜瓦のきち客 十うレ〉中め 4 ニオム 5良定モ急令|こ変えJて6防局幌中の

Th..(W) を抽出し，付己主じめ 4ニオム?東芝ぺの依存"金色調べ1 九モの続夏io~]) -何色
ニオ )_..J 勾王子商乙ljAミオ〉業友の婚し 1所で'[ま+之 l亡近く，魂及。3増大ヒヰモ i亡勾配は5最少

lて lに'JIくなっ℃令〈。

l' ¥) 骨五三処理して得た試料菊地中に lま， l骨の鼠分 1'- 由朱すさ与ジム暖ゲ与壱に~
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ずる， このため仰崩韓中の丁以前を 10% "ý二オムーキぅレムでa宇宙出す~~.黒め共存する

リム酸今者奪E検討 L~.モ m 結果央干与す~ 0.1門のクム酸毛 ZJ'1;;.リ噛&を柑宮 L， モ
L 0‘3M以上のジム髄ZI~1与件すると抽出 laso%lえ下|ご低下する。 ι 方'乙々 ø"s こ勾リシ

酸η材産T1J:}k棺 lこs奇般ア lしミ ι ウ.:;を加え 4うことに己r;)て，ゑ・おリ防止;::tヲit令。例み

tel;'， 7，κ桓を崎駿ア lι ミ二 174飽和来予定とう側面費全当磨稽v昆令 Lてイ乍と2と 0，2門勾 υン

髄ず'J.j見本 Lてモ qo0;. J，ι 上 ð) 抽出会を得~こと。"fr.来る。

(司 共得する Sc但)&.U" El¥.印Dの抽出 トリウムの措法条件， ./育様相 10 1o~ニ二オシー
キ:;..l-;...靖域，7/(相浦髄に法‘レlて， ScO的~ω， 0.(時の檎公牢を詞小た。その紡東こ!fL.5' 

めイオ Lの補生 1<1:"，崎駿ラ度7t汐・l阿君、ぷ 10門グ]範窃で・(，fとるど'錘視し得るほと・山 tぐ(0.1

% J!(下)，常階、L 乙*-$の抽 il:{IJ宿舎に無視すること<)'":k来る。

0t.) 碕樵相中のTh.仰のき抽出 d門局面豊中の11仰を肴機相に抽也 Lた後J こオtをA九
酸えず議鑓水靖戒に i話抽血 Lた。をの絡史0，1f¥1 2)'ぷ 3Mt7)H.i1j重a..u"塩疑l乙etる逆捕仕tI乙

J ~ q9 戸程」をの Th. OV)~'りに布 l亡旬収之オt 1と。

B ヨセィだP号イオン，Q-喚咋|こJ-Q補忠

げ) E H 't丹ぅ農産の訴審 f)1/J存l晩中のTMW)を 1 斗;.. ~ ;_.中(~色セの業7tで E 叫 P
A k舎を弘司磯相に曲泊 Lた。を 4ヲ結集0，8'.% E 1-1 P冷?机(w)IctctO.?ら抽也され， SOYo手Iイ

PA でII~争I実ょこ宿令 iこ掲出された.
(防 局擁護疋勾都響 。‘ぴ EHP(-) に~ ~ Th.(耐を抽&する黙のlL骨髄7震庭内骨害を

欄ぺ"た.をの結果この抽出 i志満髄程度が増大すると，議，税1:::議ケすることがガオった。

ω) リシ画室の善弘客仰硝髄中のntwJのおガ EHT内にd;-る抽出 12~え rt'す Y シ髄句
者宰モ桟討 Lt. をの結束l門札下のリシ駿 t(I，争委主上金ぐ指必至乙材害ム危....'ことが判

咋 L1三。
(ユ) ヰキ持する Sc(J助~-U" fu(坊の柑~ 6門I-lt{O，3中の SdJl()l<t刑制と liIt同様 I~ t= I-f P 

A ーキぅレシに摘出主水て I~浩司分権ぱ自費量でt あ争.ーオ，1=0.切 I~争事きよほとると"
(0，1 ~ω入下〉楠畠ゴ *-7J内ノ奇機加をEHP ，LJ Oよ戸と ι ノこれぷイオムの神出の淵駿護
法Eの依品性を掬ペ"たとよる t Sc但r)tit締由主君主J支の増久 j乙寸リJ毒 Lぐ補正負/)"./4下 Lた。

0.5予F-HPAに£るま仇(l[)の抽出 It寝検Lた企局髄環走(α1"'UOH) にル，<事場きょ~規 1"
3'-~ laヒ1，小せずフ 1足。
持駒 j火との伶果。、ふ‘尉綬5懲戒中 lご尋正す φ寸~仰 I~ 1 戒吠陰イオシ受予告イ本Q ニオシ

差郎、 b こヒ!とよヲて$<:恒:);j‘ 5 砲金 lこ分権二「水る刀"，戒杖穆イオ~~喚件EHP A I寸
こσ) 胃的 lごi畠さ沿いこと l)'"判明した。ムニJナシに占ごとjTh同0)抽出 tiIU :'/較に占フて串

る桂皮材宮才オ(~ .v~' ， E H P A Iこ主&摘出 1<1"妨害を境 1)危 ω こと， .&.. 1A.u廿tC1V)ヒSd却方3

s h.(却をづか帯をすること (d舟易-c"あ争ごとが判明 ιた. モLてこのよう々 全与を象イヰーを過

1量逮挟ず~ことに占フて脅的立うお試料中のTMりも思逮!こイト寄金寸ふことず~策で'論
争と結論寸れた.

立青丈 υj 才 S阿:川ゐいd むおよ飢 4門以 ω仙、Js叩ゆ¥.R叫(/%4-)
匂) 昔宙博え:骨折イじ中 i孟 /6デ ((163)
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;容棋抽出;去は ~71ゆり金属のillÆ分彦毎

常丈11 011¥山蜂芙 j培ム修，藤永太一言戸

f1t/J:さきに7ロムのー遣の鋳体に，..(仰u.ne)_z(!vC5')4-- (α~ (17 _:，王ニ 7" ピ
リヲレ， 7ニリ L，工今しこ〆ミfアミシ 7a:ピ) (左、 71しカリ金~ィオこJ とくにセシウム
m深謀袖也 fこ者効であリ， 向戒を子配5患によゥ τアJL-j;り金属m相互持主涯が可慌て・2あるJ

こヒ I :_ 1ft..ら錯体が可視若(>1二暖i反き毛つため，比色史号ず可能でおるこヒを元した.り
今回{ま，本試棄を用いる抽出芳"8.，核分裂全援物1賃中のセニウムめ分取吏号，強寿

命1車種的ì&~主妙高量奄どに通用 L/:三。
安験:試藻鋳体ヒして玖令9えが容易ずあること，セ乙ウムめ分配幸が、大きいこと

7きとm難色ーさ， 7二、)ンめ前主した NII4.Cr(C6HJ-NI-b).2 CNCSk P. fF/いた。鋳恥ゐ良志、
企7/痛製IJ，主と LτB此悦rヨ〉のづき去に J')た。

表1
F. P.試料HN03港支
I cび担体10略
トーーイ EDTk2Na.O. 2M) 2?1tl 

ふっすi!:，. 

----------ニトロペ Lぜ L藩 水層
(金量20叫)l No..OI1ぜpHn.8ヒする也

/~ 
百スペフト Iレ 3スペ 7ト}し
規定(4) 規定。〉

古物rL jb'仏

事スペワトル I (試薬0・o5.M ，!) 1Jti 
放蕩才能強度 I 1ニトロバ乙ゼふ10qJ

加古~ttnph凶作峨

口通
測定(1) I 

ふづまぜ‘

~ -----
~~ 

3庇綾 P放盆j体
むJa寺荊l 砂府「

本j量 ι トロパ、〉ぜこ〆)量 定のため

百スペフト Iレ I (EDTA・2ぬ 重君子分布T
葦iJ足。) I ~ o.2M S'Id， 

L吉武;棄ω5M2'11ff，

ふリミFぜ‘

-----------*Ji ニトロパ'ふゼ・ふ層

百スパフト lし 1. 6N 1-1，α 10~ 
う制定 tち〉

'替拠荒子あま.被告錘体のアミベユウム塩を I .2<'¥/3N塩酸艶!生と ι.ヱー子 1レとふリ
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まぜると離帯の錆4本 Jl -r 一千 1し藩 lニ菰広 1:tk.~ 。
ついで工ーテル雇を炭酸方 Jl-シウム左金吾J/()署と

ふリま t‘否と，錯4本tJ水に許し若手解度内文芋 u方
!レ〉ウム事とし之;f.く唇 1ユ蓮抽出~rIt ~o 乙のよう

にして特た方!し〉ウム塩水苦手東芝抽忠誠棄と LZ 

用い 7ミ1犬、 乙時し f主〉与語担Tに緑存すれば司比鞍坊を提

τある。抽出素子或ヒし之こトロベレぜ L左用いれ

{ず，-1?:.~ウム i志 pH 又 ι 10 の筆囲でまE号量的1こ指定さ
れる。放射推，非放射柱をとれず，発±嶺乏の佐

事多金嘉， アルカリ土季最イオじめマヌキング、宇iヒ
して ';DrA主用いたが， モDTAを加え 3ヒサj量F

遠 貯 が iこ行方孟るキ11義もある。告書量三五 m一例主表

1. Iこ去す。

結集:枝分裂生坂物ょっ c:P'7の分離定量束手

ffコ特y水守の短寿命のセシウムの放射，性殺港め令

韓宝章， 仁s''3~Ba/ヨケ仇 3昆令物σ) B!l，??1t め立E遠告示

事註待ど、ーを4Tら勺た・ "'[0詰果， cr-F与一 51七
yro， R(/Ob_Rh'06， C/ヨマ-Ba!呈知花ピ主主首長4かと

す3核分裂を核物tfrよ')G/3
9'のE永遠京的に20分以

内tこ分喜屋理慌て、きることがg自らかヒ 7まった。国1

1之サ事豊前後め百議スえ 7J-/.しを示す。

東写1ヂュ今却水て IJ， C51詔〈半 ~~絹 33分) (7)蒋在 j)1‘擁認すl/.もた。 CS'3ð ほ Dム~cb
下;'S5ω% に古来する毛のであるため，収奪が，1、で u ため球認~ (;J古来なか勺 7三。 奇7ミ
仁's13~に BrJ.37'1n- めう昆金物よリ Bd3?"?1{， jJ'.Jll蓮 tニ砂漉~~乙るこヒ 1六百自主 :i;' と TJ:> た。
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ωノN.'r/，.
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行bダ戸ゲジトょう208しの樹旦体分離

1 B 1 5 

(謬荷) 0箱局白馬宣矛ノ島村是

目的:サイ 1 r:Jトロン l三よ~ RI製造の材先のー壊乙 ιて無担4ネトレーサペιLL有
周年2~i.. t ~員 i色す~ @向τ〆援化学珂究所の I品0(，併すイクロトロンτ・).1b( dI-， .291-)2営レの
核 Zえたち符の也uOt，e鉱進L，1ι在学bi!、ぅ薪担体κタ離すヲガ%.多様告す Lp1J.主した。持

旭停止第tJ¥si， (/)タ東証iιづいも(;1:.，佐，，( J". D. G-ik，ν.阿.G-M'YL50T'， 釘よ:J...'・ゴ.((.H.仰均司

ジが鉛はく tιをf手芸混成先手 L，9--ゲiグトを117川内砂局主1:'弟解 L翼手告主主同 Lτ/()足水

挽イビナトククムに?是餅 L， ヲ'ジ芳ヨりイド抵の考L督。位し， 捧担体《zeL壬縛ZしJ苦 :IJ¥

f ヲジガフ U イド効(古紙Jをの仰を oJ~)告す 3 あ、主れがあ J ' 丘μタ舵M用 :b境浄 L::.比技

的長崎同干著する《℃; 324革2由~~あち帽し1τ 身者k ず :91i~ 苦 ;:Mf:Xι?っ佑#，維持OJi・・

5ゐ診すパき妓魚イじ誉め鈍危の-AtLを l位キ xく分執すラ乙乙か・ 6・手 μ《ち‘以下，-:税協"93. 

文敷FエtJ¥.持果:子補矢妓 Zして2?bftbLSトレ r サ F 乙1..-z..刷1.1，J白弘少離諸 d4i守

支Cf~. ます μM I~ 主~ J;ラ l三万キ γ::~ 1DP {乙来持し 7る. ~ト来渇三十 t-:... 0，tJt"バ"tlZ.ノ

0.3， ~4 ， は M内けJ柿持a吸良主 M右右'erれt51脅例-mf.処必J..川 Aマ協F九b苦 I 5蒲為如土ι/αμ之門汽寺 γンJγ刊or';必法従グ仰怖~ぜt
如之，乞乙 I'少含胡ふクま 6目方嫌賦-i'L休念ザ Lく シ 7まぜ"1た内ラ坊く岳栃千;皐Eし， β 矧ドタノを-tづ、 1

Z フ Z 拡 ftí 銘~;別室~ ["， ~配1~ 匙(的告がめた， /対じ・づえマメ J'O-ヴ J 色[式2ZLEトレ J ザ

- ~ L-乙{ま1習し， 同じ方~が少税イ寺教(ゆ苦 ï)'L・的作銘釆，仰の珍舎はM 月の浦雄故佐七
D A@ O，O/{， をみし， ピスマ;....(}))ヰ令lま 0.1M pì柿~~鎚 f'{τ' 1)イ&1 18.5 をふした。以~の鉱
泉e、うこめ挽枕f員七拘イズ γの分散".::・可慨が・あ 3 ニι昔、'や晴、づたの 1・・_，$-安藤Z符なフ

う第五年同イ弘元孝弘{NO~:L 16011ザヲ Sr ttlアJν ミ長クム(<1:く 1::'包みi 71<冷封ア Jレミ会クム

ダ/ゲプトぶ Iレ?・--(♀ど?クザ〆 I 守 Mw めを f易手ぢ (0ゲ心めア Jレミチ汐ム l古くの忽き~
l -t. '9:完 '4'-i' I s毒尚幸弘ML f::.. ~:・/ム~~抱以 0. 2. /v  I‘ ~A(})~ 手ずあク 1~ ， ?-ゲヅト
(;J.川 M特徴2-0..，.)_.[(.必静し，分決鴻L十l::移し〆 O，2M芳勾予，//' --if3p主 10""J加乙 l身刑 11:

ザ， l くレ~ ii..ぜ 1<-.加弘壬 3l:i司〈ワ法 ltç ?Jラ，有機利{~械設の~ ~ yま〈先の lC.之足

ズキ γγ - 0，1 M 持政議 i良.2-0~ 壬加え 1 ，タ 1昔]ふうま~.吃苑秀し T九帯織・相 t手滞梓積極 20叫
を抑え-t. 1 タ向 l~ け.. lくみ'll也、'1.ピ‘スそづえち?ド利ぃ並立市弘し μ， 並絢卓f (.宮之 ~，L. つ

叫し 7b.20jMプヲクシヲ γl:;.ク ...11..手i釘長J9-歩'J.グ γ線スパクト〕レをf"!Jパ吋各県， μ

孔(>>~i..)句大転他 !τ刺争ず 3平市瑚 E糸("，ヴL?'lγ修久ペクト Iレ((../"従し，タ丈~f イι生物
I乙5靖弘司パ寺仇ゑ -i'-1守勢kで似ち1..¥ 'ô乙乙昔、 )í~ !! ttιι なぢノ ""61.のオtAl:'附T点、事後ジナ y

ン l乙パ争史之是宝t~主， I~ 川勧告弘iをした織豆、， ワfんは僚の暑の d，DD1 ，りの偽 Mι
的予似弘 主た， 乙の者身長 J三沙 JZ，B事;..vs.1.り叫鼎μ 日!I弘 3れノ ω杭争 1-;'7t r.地危 t・あ

っ1ろ. タ/ゲブトの呼b(事凶作し， 1手，.6J ~し{友 rfJ す事乙巴がずぎ â • 

D 3，D.他ノ I})， 11. 今ωCl'l1.，正母 ω仇，才.4.~ッ r ~ .25b (t951) 
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反抗イ if'/!JD昆去の瑚境J

1 B 1 6 Ra7花よりの域内 ):?TlTlの分別篭着

?記夫.:r.. :o"1日差胡 苦言呼信雄 曲ヲて嘉肴成
。灯味?ι勝

瓦跳せ鰍稼l事例目 1;;おり τ多イ留の.iEJfi1骨E帯び、ているので， 質lcA荷車 Lt(k金品1友|て
向 7τε く移動すカ舎の b 老夫うれ方。 d 換支 l乙イ手うû，_跳惨誠穫の~蒜がtJ.N/cmZ τ“
あ ~;tめ，金島根左 J -'r"γ トlこした場1)-? 守のま之薗 1て葬 ~I 友跳恵手月要B;1'IE 1 It 1"て"
あ富。 従来この主 5去1，8:っし丸語、き冗B)ぬか6疋a8，RaA。沙、shB，X切4歩、s)'p惚
iJ ~、、ず、イす糊亨 kし p 枚瓦応‘|て l現 N ヲターアット端科也 Lτ ，手交精器材放射協調j史五掛
宰ピす方主主3脅~ 'l，し τ判的され τぃ事.本河北ず l丸三雄培訴の株煎 bし戸エマ手-7-
E製作し，夫噴Jずで， I献金胤噴~Ji-， \1足元内.P'øt 吃話用距離F グリッド有~1"J 円安験条
件E花元 0，んJl の波紋稚 (7.I~fb およが ~ÞIU )のす別吃1/看b瓦耽イ 1シ汐/llllてつ ¥1-t 
非常了討し氏。 :t3ZT{-.!I!......一一-Aえ:tO/(n(.f~.ぉω~誠九 (ð.l.57 sec)一三→ ~/1:f6 (111.6 b)ー

_fL..吻 (bO.bbUtt.)命 ZJZfo (3，QX仇c) 一寸 ;fO~Pb (瓜 61e)

官官 :WfTt(J，・/ぷ) ----' 

記時金方戎 j 本府記 lζ11111f;:禁里バ内経よ仰}1島ず d，仰の円商型の fヲスJ私s.キ1:，
報料(1孟~G ~ß) ~ 'f¥ (千:=0./怖 >n)ぁ♂萩で、鬼ぃ:!，.線意巳レた舎のヒ J-ゲットの fa'K手
3の竜梓 (j‘1 ッド) E可う¥し た三経常刊の砕~也し氏。これ五 I現 1 1ミ不す， ター
ゲツト乞レ i I'~ N.i (11. 9~ )μx ().j-仰の円板忍， 'J"リッドヒ ιτI~Q.1-mmれスずンレ
メ、マ iヤr い .3'm品用?品 i::締ん1当時E-I司、1 K. 1耳11;:あい τ，D， J..s骨，お Sゲd骨T ，C; 

吃ι'1"11'νソースーター y、、ット.NLγ ース F ク"リ‘ソド苅，

あ広ゲゲ‘リヅドーターア、ヅト1à1 の~~弛E:.， 'V，) VZI111()'" 

Vら1'*宅昨¥..'t"ゅの電Ir.主主主，す。 D，aS'，骨，およ 0-"d.骨T1'1.よt
'" /よ偽， /ャよO1L) およぱ Aよ....../u槻で・Jうる。也JJ:_，1 

ィS()O.%'、、/レト却、，cfI S()() ;{:.ル》の易国で指布。電J種間1芭f.i:， J-7川¥

事民福田奇問フ 竜J祐}'qH豆諸ι}'r ~ッド、有&の E支局全努ヒイキ ~íl
乏しん7誌の枝被稚 ('>-'''P/;お占 CT'川 Ti)の相対事官室
~~~弘久々 7 ト日井トリー ( P.H.rl. rI f)tJ oi.御岬d，必1(Tl) 
eMjsf-J. I去"rfxl去(/) J，亭 7訊々 1ミ。;1と瓦跳イズン!lJll豆
/(フ\~ 1-)大丸すず"量♂#'LR1-'r'ット E才F 卜?
;;)' it 7"7η 五 i司、、 τ 予I~ べ、 K4

結果恥 4ば連家;
化}を14通fa1屯丘のをめ;グ7、ソドの十Jぃ協会，J一

γ ツトめ喧也I~止主川忌寝 l主す? 1;:亡し~ミすずr守ψ、つ τ9 -γツト l氏之

頃札Lをすち叫Pη'b， )ι受の埠y川ロ iは苫 Vト1戸=-/0仰0 不、u、 Jルレ卜手 τ‘\‘\ι，~急
宅3の}f主iは<lI'fl '、-ず p、τず喝あ九. ターゲツト 1:::p，ι請 す も λ勺1
のをは V1""，一土bO不V
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I・3包3増加幸 rt戒.yすも。 7Qqi~ ~.lfるの眠弱電のめは D".，z.よ伽 J '{;"'O 1てお刊て 0.1r・Bあ
った毛のず， -V，~博加才也、't.， 引ったんす長寸{;，ーよ0木、Iレトよ 9噴l之可 3乙為l(埠加
レI -!;-PO j:、、 J レト忌すグ‘ 3ι埼ガl1 ~L I本VT~ヤカ、 lてなも。 V，::::=ー/5"PO 本りレトず‘ 1孟バ'8'[.t ι
取 P6OJ ぬ I屯約 O，J ず誠射の究札 (p，~;z) tうもすし)はかつ 1勺

b ) tUt通時閣のわい 吸定時閣の終曲もい!て，J -'1'ヅト1'(:枇請す句 M怖のを
1(1;主成闘に常抑し 1ヒ.声明のそ咋!;mitv i'、、いつ?乙ん秘加わえO側川、s孟録的 iてゆ勺

やか lて穐抑し Ko~'?T1. の 7・ヲトー同ヰ栽蜘(3. / 'tTUIt，，)のlます Z侍4咋jJ'~タt -lっ I ¥1 1q 
こり、 5~()3'Tt の生成・也~祇r、平衡に1主し k もの巳脅え今此わい任材lL <rJ 時'1111下暇
完 ν 下車Pbザ壊託レも ~/2-ei， ら持て 7ßfT.t 包杯、~ fJ'.売しく時抑す、喝の也うh弘与すし為，

C)竜雄関税能仇をめ; タ-)'"ブト槍持の吃 i宣 p"'~.阜い 11 '(;~~佐南1f t 巴ち κl~事前 I~
教ナレ I ~の電パ主ずあ本"r島 L rJ' y1 吃ぎ l等 y 持政朗港支的!~掃員十レ?と，屯舟互設、げ吋 Ir
lt'し 1';1:"， ;Zofr t (/1 Tけを同誠科別硝くi色、、也とうず為叡(-::.殺少し) D"，，-x，j，ゅよ y丈き〈が

"!I 'v 7!T ~T.e 0暇急-tl十史包吋フ"ko

d )アリヅドのあj; グ 7 ッドる噴~~N\ I~ 入ttt-J<.時Aト J 7'・7ッド 01t~ ぃ暢令 lてめ
1々:)出P6のター γ、ヅトムずの蝋亀を m千サ K戒ケν，知'Ttの宅恥 11約 11告1-;:搾IIJレ
氏。 ニれも i司'J， Kあす.この μ''Tiの地売をの時押l宇I 71

'リッド lζF反発しf.:~2.fJ の球教
稚で恥匂 7.12.~-i (}I tA ~襲:'t. K伴う及跳ね家 1之本 1 矛DfTll}'" 7"1、ァドずらターゲット μ民元し

?乙も円滑~i 匂もこち長ト、 1 売元求。売と î)' I R.ι7誌の試羽毛エマ九---1 -ずら耳k
n寄，:3， 少リツド lてNレi'! ~ 'f"ツトの喧dn..i噴1三す 3乞 '%.03'r1のみが裁量え守れた.
乙れ fJ盟'3I(ぷず。 ζ こv.:，:z(;iPb の ~1棄を!けれ ;712.似 I"/. r ス々 7 ト fレの ~ft~- 7T¥ 
S吃をレう '}lをVの猪足ず、秘められすよかフ?と.〉花氏ゲリッドのJ:.f);AIL(V;I; J t t元τ
グリッドの F幸男l.tf1果l乞つ竹て銅々?と.号の姉易L，mrIZおよび >>.zPbO)'"及活脅げ乞杏，，~
の?駒田l叶千フ τ叩、宇治、!ご識ナす3ザ， Y7.-== IS-PfJ ;(.."叫に和、ーτ;;co切の収益をは怯=0

ょう o，'iiイ者に手投ナレI"2phめ宅 Hしlす手)fflて戒すしたe 乙のn受初来Iてつ uτI亨詩し O

r- '1&-~?て調べ‘~ \持率ずあ均台。視j~ιL 乞 11"， 7"?ツド E入此るこ乞，C F J，宍'

リッド 1'\ 抑Pb) ターアットにMサ1~夕刻脅し為すき"?
e) 瓦蜘イズ γ1ft1生; ズートヲジ'汗ゲ'71 A Iてよフてター'1"ット。唯海/iJ布も調

ぺR抗男し瓦動咋Aズシザ、f為雄 t'!，伶稜 1τ 向つ -r t 員Jカ{f IC苑っ τ~~fιτ.. 甲乙包
ず酌台、つ?と。 1 D"'X.S旬、d司よ櫓 耽

以よめこt".T'ん l亀%~-po.乏 1~ρ 伊↑も吋ぬふ4 6 

場指同州政抱 117JQ t.'tJ， 11"スの拡叡 1，fち

9 -ゲマト叔ヘめ Þß_~ザ支曲む的ずあ &HH
~ I 移ぃ'*~知弘 '}Iくしたがフ τ，ゑ
~靴場イズ γ のJl Þ Jt 1::' tη伶1iター主
T'ヅド〈の4骨芽管、・主拠It:tゲあろう乞 U

~えうれれ

g. -400 ~抑 『制・協同

一-+'13 

国2. '1・ 7 ッドt1I.M時れ~/1語、

ら=1帆

Vぇ=o~峠

~柑 ・争・ -1'吋

→嶋

崎~. 7"9ッ1-"1、μ111通
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核分裂注版物ずうの竹門。およ Eメ目立Teの製主

(系統的分離迭による枝分裂I:l=.版物よリの有司 R1製主去

の研究ーその 1) 

(原研) 0 久保田益五，中村3台人，天野吉5・

ウランの核分裂生投物ずう;ij用な短寿命 R 1 を喫症す吉例ヒ L ては ~q Mo -'l1"'Tc : 1¥/ 

キ 7グカウ， HZTE一位 1:: IVセプグカウ の製痘などずある。 一般には目的核ヰ撃の介

甚 は そ の も の の丹を対象ヒして実抱され 同時に生鼠する化の有用 R1 の4白血 l"t芳鬼

さ kていない。 本報で 11.，ウラシの枝分裂生成物ぷ、らいくフポ、の短寿命 R1を蓮続』

して袖也する校術 向 発 研 嘆 の 一 環 と し て安弛 l1:之刊 MoJ 132. Tcεの製主去の検討結果，ヒ

ιlこ103RlL J 噌Eみなど・ 6・らの分植について衿討した結果を報告すし

事長分裂'i:鼠物のうち Zr，Ru， Teはターゲットの酸化ウランめ落解5玄ず変わ奇と化与

野分存者J 変化し，初伎のイオン交換による介罵にさい Lての挙動にiJ零する。 この

..?:， E JRR-2 -ピ 20分照射した天然組定えの UョO宮の約 10吋をもちいて検討した。 照射

Lた酸化ウランを Ta.blε の欄7いこしめしたゐ去で悲情 L たのち，案決の酸性主 0.1担定

仁調誇し暢イオ y夫撮棒切旨(仇o...io礼 SK-I IOO~200 m.esh HR型 10mm<p X 320 m町)を通し P

0.3 N Hα30叫て ・ ‘ 乱 ‘ ¥ こ の フ ラ ク シ ョンを陰イオンアラクウョツヒし た。'tの後 1孟

0、!HIHα +01111て"刊。 ，0.'75 N HG. 't8 n& -e・日2Te(IV)をう霧車色I.J， Zr， UO%， Cs， 1f土頬， Sr， 

13<l'~どは哀包ちの考会主よラてう怠離しだ。 みフラクショゾぎ‘ち分取した試料にフい

て 7線をう則定 L て， 訟のあ・のの核桂の同史を~・こな、 r三。 Ta. ble Iこ見うれ 3ように

~!õ Zr ， I03Ruの分脊 i主1N HN03 t もちいたじさ'(.HNO，3 - Hα て・舟理しれときヒゼ・童ヲて

きてい否。 1た132.Teは同じー溌栴迭を挽用した場令ても照射 Lた酸化ヴランめ粘予の

大ささて・-7t千t'1"， 二とな 3 てきてい否。 これらの精巣を粍今して，あ l'J細くらい酸

化ウランの粉末を担射 L J '7"-1 HN03 -;;龍Hα-0、2NHα の噸J守で落解処理すヨのず最通

の条件てあ 3 ヒゴfえられたので.以後 Ij 乙の君主えによ、た。 またこの今件ては酸化

ウラン量 0.5守以下て 11' ~~ t10フラクションへの I32Te.のう.j:b入は 11'Gんど誌められず，"判。

プラク γ ョン I~ 1侠苧 I立竹%て'あ~ 1と。 照射時間主 200D守岡℃した場ゐも 15'Zr-，同 Ru

のヴテキ 1主吏化 ttず， TIε( IV)フラク、ンョゾ中の 13
2
，主の量 :rョ最少した r;¥tであヲた。

上言Eの分離務作て・得ら'kた Te(IV) フラクションキの'l5Z，..，同Ru，nq"r守ピの降去に

は了 1ν 三十オラム迭を捺閉した。 フラクショプの酸性度 0，75NH<lの非表乏，閉じ車

産のl-ICQ.ゼ処理したア 1νミ十カラム(WoeJ..rn.社喫 N.203 10 mm.や X 3drnrn. )主主す℃

日2 'fE乙の~~ 0;'以上'f"'U瓦着主)j{_否。 『EZr ， tO3Ru ，mNrは O‘75NH日 3011¥1-(;.先ヲて除く。

1 Mo ld:をのあ E て IN NH40H ヨ011¥1 t，えすこ℃ず除 3・れる。 13Z I itHZ K を吸着させた

了 1ν ミ十カラムを oρIt-.I NH40H ゼ3先うことによ" B'7 "-司oメの恨キゼ.得ち守t， 放 射 化

考古ヲ竜也度 I孟刊ラr.)!‘人上てあ、た。

司守門。フラクションキに lま.23'INfの大瀞介 ，『EZr，mヨ恥の 1"-'2ポ ず 令 ま ; K~ e こ収

うの不純物は， 。、5N Hα 発飛 E1321与の場ゐヒ巨lじようにア 1レミナカヲムで仰理して除

いた。 23~ N干の刊.竹%以上， '15 Z t'， 1031<.11の守O仏 以 上 :d"O.5N Hα ョ0，"1 の 3児務処理-e・除

#‘:k:so 'l~刊。を E民遣した 71レミ十力ラムがうは O‘ i N Hα ヨomi -e，q守'"Tcず克也さ‘K，

11 0 



103 Ru ヒ QSz"， 0) Q~ R1. Tc放射能 lこ対す 3 祉は 10-4-以下てあラ 1と a

以上 のご ℃く ，按分裂生版物よリ有珂 R1を連続して軸むする技俳7聞訟の一環ヒし

て""。 -hRp1321k-1321 の~ Iレキングカウを桜草する 7j 去を椅討した::!~ ，野、射した

ウラン酸化物をゲNHト103 に発栴し ιの:5，襲、君主乾回し， HCi 1こピゲ‘し，主う収集者主教

団し たのち 0、HIHctヨ益支ヒし p こiItを陽イオン失穣樹脂て介属したのち， Mo， Teフラ

7ショ γ 主了 IVミナカラムで精穫しな rら， ~ IV守 ン グ カ ウ 1::仕上 l.t:;5技術主確突し

た。 乙の方惑は葉遣 4ヒも見事易であ‘).所 要時間もア IVミナカヲムの干t1:占ヨ方三五℃

大差奇く， しすも同三五 t二くうべ-lRキ，純持tIt高いといヲキ']~吉‘左右 L ている。
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~'f平岩討す~ 1:::' ;，' Itる肉体イ争女手長命科lえつい乞
1 B 1 8 

繁義史久媛 0予也切喪主久 本村 幹，高橋嘉手
接持L義手

聞は{手交窓生及員三 j~l 閉するイト祈F去にづい乞 11-，手若 5 1)1;f ~ぎ!こ徒柔 φ 方~ (~:f.署交
波放) のl季折，返すと理委弟、， エ・参事~;f.委主主， ;::.・技者二t震予長写ぜの "iS~ τ北忠レ作。 ユれうの

方議\:fいずれ毛主堆乱高L・ ~I亡命いてノ隣住件記穫鼻高Jがす (}t- ぞザ(-::.進砂ノ多易 l己交換
す樹が・氏~ "Ì):.つ場~l予 4 グト j車頃まれれ他方主f金援{I!l ì忠良川ι、考去 についそ、 1 1三、支

報乎I苛1::~U 、乏し写いば句患の考乙て\例。件究機;今何玄行ヤエ乙 \1 、、、ままで主.， 1三〈

4守れれれ介、、，キ雑l三分いて i手、 シのエみr.df 平衡根、~‘\::; 17\([ る l~イ判手主竣タ;(fÏ!ニ
クいて税者行。

盈一重
繍 ~jq浄究機艮応::.{_.皮宮町・あ多り点主くやい究橡~; ι 

AX 十 BX.... ;=二三 A X~ 十 BX (1) 
!こ L・いて，試耕!rW事戸X すの X 抑を包え r 米官。抑噴 BX*すの X の号~ I汎/をの奴射能

丞れれ e 長線平衡問 μAX'*抑4阿波新宮邑¥1=(ち/(乞刊)).ci.i‘ある川 r 快
方lte;開始伎のイ茅誌の官者向もI，t，%. [::あ、げる Ax今pkの試射悦主吃ればれCl1， a，2.乙す仇
¥1-"， -;夜孔タ\"'仇リ~ -? 、

I . n 1 I χ 十例t

ふ(1一二:nj=-17R土T 同
¥ 之十'It1 v、ノ

刈1一 二i;-}=一弓長牛肉
. χ十併1・・/

ユニ lこ Rlf主才寝食和、草花 fある。 (χ十沙え =x￥合者，官 25責寂するラ早{三1-9，

(1 - ~I X)tz = ( 1ーをx)t1

ω 
も;l.:::'2.'七l ヱルき I X ¥三づい乞骨骨l1'l~" 

2α1 - a2. ^ a.
1
'!:>. 山

β) 

X 
、l''

』
』

ν(
 

しTる -f1"・ヲ ペ乙

併1
(6) 

2aTJf2......a -1 
t:A..T 

g Jo 赤柳tmt 浮作者f哲也乱 l手既仰をよあ多官、~ I ちと場設1111:l布油tをのある時l句L 乏

の Zゆ l亡あ(~争時l旬乙 lニ方、 i 乞 I AX'o(''fP 1::'効-11乙悼相官色色剰えするコ￥ l長川，式(6)

がち，事均守すの Axの撃包諸i場各 Z 診がぜtぎる，

1 1 2 



主_i色
』ニ.u4} ~fJ ~事t械的 I~ 滞がめる 1とめ 11 空域~'t-l-'tヨ '1 hに')'t- l'サlレ之ヲウAt.1J

リウ Lへの 10b~ -r t.-ト γ本来急進〆;xfe~woιのZ量産能l員ず乾政主行ヲ 1三，事年初予

ヨウ Aじれイ・宇 lレ急手提持走者式宗主乙レ， を4)"-免章を 90ro1也トン[::'予測号するゆ1tA)9--
元削工 tい今バ Jレし化既知4をふヲウルタリウム乞 90fo 1也ト γ 本来:_l~ 為併する(落札B)。
書作全線推払~A寺ι 札予して，ヲ守 Jじタリウ Lヘの水労毎夜弘べ>" ~"'/診の Z浦東包鉱線筆
lこ弘 yI ~ζ 〉をレ t あ、く(ヨ与党じ)。 あ令指、じ‘)/)A，f3両嘉手巴包ぢt声ょ多滞，，_l:::'刻、塞ぎ¢たの
号， 向~兎色手く完~&- <f得。シ'"ø寺刻~iJ者l旬。￥する。
/た事者l司 d 鋭、~金，託古EJ f事*--11、.， --免佐幻主税レ，条文ιi三抑え， 与く撮 YJ.ぜ・:?

Zのま章特¥::.エり， ヲ守化tV¥.， I・寸 lνl1/ご;'-t" y身1手持 y， ヲヴイじ切りウt'I17' ~ 4守番多ミオt

私 丞t~ I-Ît瀞レ~~をJ ベ γ 1t'γ噌，外ι喝の液射能急靖戸事フ γ q-レ/予ノヲ> '11 ?シ7
/イ刻色する，丙喝の捌かわ和川夕方均f彪~t 幼る。

シの事E面食t経企前l句か冷，ヲOAか，れ41-， 604，トI 80A争{手ヲい-Z~守い I (~O命，仰命 l
(ヲolff，60争)I (401守/<J 0タ)の倉移の測が喜色紀伊)1:::' )'-オt 包尤も ~J{]， 毛の't:内@.
"'t.'t-'7t'乞 e

盆五
分智弘首ll~ f1' ¥1るi司住イキ文字経託九・のラ現utt.AtlS: J.く門は仰の払則 I-;'~えい，ラ紛糾じ少年

lしギ、，，¥判官 Kcd/ tm.L弘刻た~.ft.位。 ヨウ Aじ 札 -1・今lしのた暑の純穿色象lι手す.
0・10 /v  0・50川崎1工のヨワ Aじ 牝 ー プ .4-IレlifXS - 1f.S".vの争意乾胡 i')X較的エ υ1幸男と乞
長女/:る e

'11. -C4Hql kl* 
E古Lぅ品主C) 

ifl-i4H'11 

捧亭t~号棚~I) 持抑量 たをま~I)(相刷.，t1) 

0.00/0 (). 00/0 之宮 0.00033 

o. /00 d. /00 〆〆 O. /00 

(). ~()O 0.;[00 ~ 0.1-8 

0.5"00 0.0言。 4再C O.4t 
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ルーテ才 I品!こよる企馬表酸錆体の i丸殿

lI. 7・Jレトニウム 4じ令粉

患研東 海局 上野馨， 0屋:;':_t l 
渡.l1L賢寿

プルトーウム(T司を舎も農政アン屯=ウム系;史 i亡，ルーテ%Ji. (ヘキサアシ J シヨベ・

ルト (N)塩化物)本堤 e/JPえると，震まま色の;5t厚見き生じる. よ司紡4じ合物勾 IIJ'f的枝管

1，' Jぴ位丸・ 2胡へた.

実‘殺と結果

1.沈殿生成‘条件の選択

つ 3・句ニ方;ま E羽いて;!tA置の調盟主

熱る : a.. 7・3レトユウム仰?と 111ーテ;f

温の捜友 11.-是 I~ l r /，‘，'1 ，表画定ア

シ-1:.. "ヴム索g_1!支 4じ、fゼτ， ;'t.~え
idlる I -8-.プルトムウム(同 t1.全面支ア

シ毛ムウム護友 E一定に lてあ、、て

yしーア方晶君在を支{(:， ，~ぜて光政

~ 1~ ~ • ~ら，Q 0場合， 上 J査j夜中/二残
勺たフ・ 3レトニウ'ム萱き 3~1 走 L . ;!t居生

生成‘に過当 fi諸 !-1te ~周ヘ;'jヒ. その

停車，図 1，二示すよう， ~ ，農局長アン

屯ニウム 0.17パ， 11... - f A Jb.， 0，叫門

付近を，よ j畳;衣 fのフ・ル卜 b クゐ号

世J 本~， J 、 i瓦左示している . 

.2.:-.t厚生内調撃
約 10吋のプルト=ウム (w)e含む 2.SN

3孟酸毒殺 0.5....1 ~ :t内 定 厳 ア ジ 毛 ユ

ウム;客来 I~ ;宰 F して，思求 t L t三

よ町~.;吏J. 'l o. ~5 ~ ~ J • ，~も J]<.αお

侠ιき加える.よ吟ょう I~して作ヲ
代 7・2レトニウム(lV)農政錯体色舎むア Jレ:fJ 1 性本来 I~ ， 0..2付ルーア才温嘉義 0.2帆 iε治

加し， }.e殿 elrる.進心分齢し τょ澄j寵e~全~. .2明JO).f.も水c-~ s，付先エチ 1レアル

ョ-，κ:4 ."J r 1.回;.;tj.ι の Jう I~ l [1-守夫結晶 8 以下の実験 I~ -4芝府した.

3.化学的主主管

震主主あ企j:l五持19.手車政，:/;(.是政方スき殺さ生 L1;世う;容解し， オレンジιE呈する

・よあ結晶の札yにあ.J 1/ 11 %エチ Iレア Jレ::J-1レへの本解度 It. { ・ l 吋九 IÍω%H~O ，
3，'よ if・0.4.2呼応 j，ω3C:1l1s0H . ( 1St J:C ) t J，る.

4.組成決定

4--1 組成・4けq

10 

吋
手

J
q
¥
h
t
q
o

8 

6 

、1
・l:" 4 

さい
(1..----定酌メヨヲ'A;.果ji11し

-8-.一一 I~- 'i'才象業度重ι
h
f
h
す
咲
制
川
d
・

2 

。。 8 6 10 2 dト

i葉友 農政アンモュウム 10・M
lレーア;t猛 10-1門

函.1.定政ア L 毛ムクム，ルーテ;tJA家Jt
・支 fじ I~ J ~ ..t. J萱茨のフ勺レトユウム量
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2， t f手 f~ 結晶在室温ち 10 寸'lMI1. H}下 0A'‘Ji-f: i主:?l' ~がー走 I~ なる J t-放置恥文章ず

る.来最倉重 11 ょの試粁~ b N J.品目支で dリ干すると‘1の前後ヲ重-f司変 4じJ J;t'd>うた.

愛lこ J ヘキサアレ Jンコパ)レト(同イ才ン壱 (J'f佑例Jμ 手の吸光度測定，プルトニウム告

を(t.，放射 iじ手砂祈(~ J J京め f二・乙乙で f与うれ 1:持lと，よ 9持 fD~ [c，(tJ恥)，JJ，-

(H.l (C03)5H2.0 J・fH:l.O (1) t lたと 1今理論棋大どを意.1.(~庁、す.実 )~1 í主と ~r 等値と 11

よくー致している.

4--.2 者名天好dト材
乙の比谷物の宝えず lζ J; I[る鉄分解

過君主を， 力ーレ製エレクトロバラン

スき役立 τ調べた .Aa皮よ存速度主

計等偉I(:メ) I ，32.1 j .25.8 I .23.7l 約 5・cj，."，;.m. t l た~ ，!? 0) ，進攻 I~村

幸 1 ア'J['~ ::"?b. (¥V)悦物qM !JC17二21:2ムflJcfこト
[1.ぽタ解 (;1 終る.最終生~;物 1 :1 ， 化学&--坊と X線回折 m向若 J ~ P&.I.O.z. + ω__ 03 [.-める

こと e A''l認 Lた.熱1J解Iこi主1fJlたイじ令物の飽fi，;~ (1) c ずれ fk県dト解生戸川勿

Flto.t +らみ03 句事~ IJ当初{失試を勾 47.1%ι な? ，支J験的に f手うれ fこ+.1'.0% と J 正一致

Lて H る.

4日 3 結論

4--1 お よ び 4-.(，勺手，~*'ょ J， 

の化合物吟総点 1J. [らOtIf.3)&JJH札(ω3)，5H2.0 )4f1.ul 

である.
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j営主主庄中 2./0九(R.o.F )の3本解佐
1 B 2 0 

技量碍 町幻i主予， ~可卸史湖

旦.!2 ;:宇佐屋中ユ10品の化学的性崎を主ロるこヒ iま，椎守の分野持1::化学分析よあ

るいは保健特捜などの小野 I: t;、 μ て仕 t-:. っ。汗泣j己中 210 凡の化学向性骨左 8~ らが/ご
す S一環ヒし τ，.r軍搭牲/ニつ ~I マ lま昨年の投射イ乙学討論令におい T務委 L 夫咽今問 l昌
それにくわえ J 緯?の言式事(1::.討す 3;$-解性/こっ tI 7 {_らペ・るととるに I ::. ftまτ・/ご報

告~ tL ?ι( a fo志よびそのイヒ令物i二討する落解牲ともあわせとと較をこコ予みた。

主墜主2左 大気持泣産拡料lまF ミ"ポアづAfレタ l二よ 7 ('巣亀才れた占めてある

。 集え争う骨宮北料はチテ犠IJ し， 一方ぽ， 争後L葉品 lご落解レ I ;器解オ査本伝来五よびヨ私生後押予を

3主/ごあ Ita 2-10 んを定量 L 作。イ金主T民持率矢rZ:I盟主行 ~ 1ノ ユ/0作司タ求?を行フた。局

茄τ表め 4れ たよIT 九在比較 Lt=-。

場排ぢ迭は ，Po司壁への服毒左長11、l之 if~六め/= I ，t，' fJ工今しふ誕のi主北署 E使用

J手伝豊島渇訊料包をあの持向眠時向を&未 3がけ短くつまワ 1-(i) /~フ μ " !Oタ縫々と

L T~ • ;_fHJ早々司官官和f撞1:fLif ~ 9寺町注ぐす川め/ご，訪伴ど華畠との7お け若 吠

静jτ よらずシ工ーカーによる穂ヒうます子フた o lJ.pち古衣料と寄島 (10ん 2O.J..)左孟zllZ
箸1':..うっ(J /0タ/脅の穐ヒうき行 ba，L字選喜粒子ど己主込寺p少の令りにはさ 1)，tOァフィ

IL-'} HAβ i a D通法 lごょった。 乙司手素イ下左 3回行レ， ;;.ゑι争pタ Id:め-fJ-tt I 3急念f室の場

予査l誼硝峻(:'ピ一世一/ごうつ L 守れそれ 2-10Po <7) 1:テrケ左行フた。ィ要lね Lた前安(J:無

手持蛇，有.f毎局長，夜砕》計基たとのうち各手本雄狩をえ多ん t::.0 /.紛れ昆/量 1-;:きL温三 ιた0

::2-10 p"の分Trlま， 白島イ要 τ有用な電気イピ苧的産培法/こぷワ住。才工射殺3重ditgJ 半4主体1実
tt.是ヒ/之8).トヤシ主/レ，..::Iレズハイ tアナライずの組令;f)ftによる Cえ線スイクトロ〆ー

タiミよヲ 7工。

結翠み・よひ~築 現リ主L絶望のー告?を国 1/=.示す。;;字泣昼中よ/0んのミ急轟佐 rt1 命

令地，-L らぺ作詞撃の長届 τ t;J: よ会内ごピがめホフ f主e

(1) 注解め士主主は 主〈海tナ~: H(.Q， Tc叫恥μιaι4

イ華か Iニ)~げる: トi包 0， EtOH， C6 H6 

持んと・洛 tナtJ:{，': CCι /こタ掛，"~ ~. 
(え〉 海念混と 5与念オ生時?を Z室I~ 広 ItJ 2.10 poき加尊 L 六佳成 稜巷炉主聖句守れど始ん

ピl司L・マ..~ ~ f/I" E'tβがのみ I'd. 1~?$ 企民主安司守 .11..<1: ゲ乙 ， I‘才1-I • よれ /<1:一つ 1;). Et:-Offlこ
広・ける ;l...{O fo司各庁管内忽春 A 両 d大量仕の f均題。1‘幸主主九 a • 

(3) f，，~' J:ひ・寺内イピ守物 1=対 r~ ;.主解佐巴比較 L 7.. ~ i} ヒ これがけの 7‘ータかふ

if:'l>虐なふピ {d:.言之な μ 州， p。α4- ( .t < 港ける:似 ，TM.-t.山ム乱ムん漣語、/ょ法円

: EtDli， にa-_ι ) Iニょ丘ぃ挙b~ 示 L (' {，I ~. 

突破ょの均建真と Lτ のよ守i差是ど華 ι句待触呼 l匂，可非主P分 ι玲埴司令ヅ者どにつ

か e V穣討 Lた。
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ム!手。/;. Ce / lf!V ml H ~稚左 τ'あわ
?リウ品勾協 会司 42i亀季 f千γ.?fなコ民 7
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[l-卜=う向勺持率主主R.1 ， 2.ネめレえ。との

託聖 l降手 トレ一サ一 4をE ピず、例門ιç，_t デ η 手鞍品 f意主 ~I仏手 4ゲ、なり J呉晃存〉よ毛勾すず.み)， 附らちず、に

L 0τ; ?桐時叫叫'dば上勾 ワヅ01ルレト 2 うム 捗ボぐ 1 1い円'TV 仇胤ぱゐ~ マ
巳1:豆で町ナト 0リ)ウ臼 r~ Iルレ ηゲ‘『ね l件乙f"3フア0，仲レト=うム勾引あ土、 l件Z 討苦 a莞[""f-志， 広、そらく突

J受章 fれ拘宴 1"-毛ヒフ‘'(.もので巧 V， 時，-.-1折半引制定の pH 乙水利'!:.?/ιif._:mヒの?を融吋

l向(友九時l判)勾拍嬰が次をなお7f左手主"2 "3乞考主られ 3" 

試料{~t九司 pH のお管 IZ つ((て 7"1レト z 、う{.>" 'Z"，手持 1'21'同ぺ‘ t な u ポ J ううン向井j免

か β ρH刷、 F 胤.J='('[手ノ厚長中 1'4ガ降水fF砕事伐物が‘包じ・ノウラムのナトりウ向アヨ
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アメリシウムのJじ学(2) Am(ν)'5.お良のtH2
2 B 2 2 製釘ょが‘をの三、 三のは質

(わヒ犬創刊鈴木進 o伊、光広告

ヲンタニドおよがアクケニド元こ香勺、ら，持l二31晶イオンわらアメリシウム EGト離し
絹製する方法と Lてアメリシウよへのあ政At::.1K箆(V 1ゐわ、よぴ、VI伯)におげる巻物lニ超

国 Lr:.方法〆燃すされていゐ。フけじ4勿系でルt(柾) PJ 5S有平皮が犬わ、ことを手1J伺し
{:..英光;，1，._1)は迅速で、あゐがてブツ比物の株主という問題五件なう。「方 γiA劫弘Lごめ、

11ゐんYY¥(V )の挙動にもとブく方法:z_)ld.~北う去と併用すると初来的であゐ。
付(T/) 11 Am (百)込浪の政1性J支左ノ]、 3 くすると還元L 手 rt てJ:-~'するが-のんη

(γ) t1J ~じ学約性慣については不 BA CIl点、が多 ω。 そこでい丁iA地虫系にお 11ゐA.-rYI.( 

γ) の挙動Z調べaゐことに J ってん旬ぐ引の，yt質についてオ金利 L アメリジウムのふ

離婚製のための知怠 E枠」うとし花。

主主金 A骨 ¥(J1L) のO、/IY h蜘むか従 LこZ両政事長ぁ‘ょが";是沈殿アン乏ニ η ム5~決五加えて
おん 1S.c てや IO~トPJl加熱し に。モ νtt_ i区、fiZL r:このち昧賎技術戒令 pHε3ん 6に調整し，

ii A のキシレン洛戒で抽~ L r亡。アメリシウムの犬部ふiまA-m(V ) ζLて7)(1自に妓

リAmCm) 11有税非自 lこ神主手似た。 A竹 1CV) 5怠;来 Eぞのまま故盈す令乙徐々に還元さ

れ A-nt (:m:.-) ド;生成するので、技用1-前によのよ由主~J~ tA千αって μ吐(百工)t ~合主した.
こう L て 1~rニ 5$;決 E 用 ~I てl'-r A 弛去三 l 二お 11 ゐふ侃Zじ~地弘キド拘組の均鯨埼嗣，

pH ， iiA5義度なとμ にぷ「てと"う'走れみが在地到し た。 f ガヘキソンマ 7"令Iしア Jレ

つ-)レ左舟祇制として明 ~I ゐ ζAザt (γ)はよく泊まえ手れるので‘殺々の3伝夜lく島地主 L

てを Kらの tおえ中での A明 t(す) 171字た!立など主調べ'(乙。なお砂8乙F乙あ'ょ α柚久寿瓜向

壬日 t1ト都 1r.このち一見Lイ量す内小限 LA帆-7-与/の放射能互選1)えLてl-aえし た。

来事来ゐ'よぴオ来

法~tG~乏アン毛ユウム(鉱イズン鰍吠〉で政イじ L て得Tニム川Vl)すおしこ手急物-決 E加え
ゐと pH3ん 6で11:iι されて久持ふ，~ゐ札付)とな令。 ふ>t.(V) ，~，)<あ'よ-cA'有吸物 lニ対
tて比較的事こたでム々がぜれて"む争斥 Fメぐ‘れ¥0")$'1令で盆る手れ 1"(.0 A?甘哨v抗t(付v)左7
丁Ay込込与戒夜て

。pHJ ~ bでんも(IJl)が'iT A込決 1:li Iええて室内二地息されゐめでこの噌仰はふ1..(m)

ド生成すゐためで、あゐ。 そこで命頑乙Fじあ令い lま幼虫え岩手 1;1.Aサ 1(]I[. )の寄与の少な ν3令
閉止長った坊のは tJ有いた b

第 Ii苛に γiA (J)}あ丈"t-，'ζl二 L pH t交trこ埼の今a乙pじの文)t，ε系 Lr-:. 0 17H' 4-

ぐらいに地久11"μ らyl.ぞれ〉、人下ではJU:年内 1:変lbL f:: 0 をρJ唄き l-J Iて'ふゐ。 2たこ

、σ綾城で pH t ~足 l 二し γíA の法定JMtt.~苦闘べゐじ矛 z 閣の J う MJtz f4rこb

ρH f (， 0 で 1;1安 i~fliJ.は;噴き 2， l7i i宣宇佐ri.'t.未した e 〉式えのこど d ヅ pH ~}X r f'の地会、

与耕11むたのように岩えら机る.

AdLE) + :2 HT  (OY}J ~f.jん，，-01X2 (orす) -r 、，，，aιRU 

A
R
 

キ・，
s
・・、

Hn 
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HT /j iiA ~トふ左示す。 これは Np(ず)て、、の地ゑ J手術 3)と-玖し ，A骨dず)ド'Nf

( ¥) )と問時 1: ん九4fjf ンとして港釆中 ~::..l争丘するこ ζZ 示していゐ。一方易 I .函

てゆ7pHμポLでは pHfJぐ為くなゐにフ似てふ配応1-;1.裁少 lr::...o 71也のブ争孫右1/ (シクロ

ヘキすン tfソ有 77ン，ベン色『ン号、とつでも l司株て 1 あった‘ この pH 領域~-:あ、 '1 る
ふ8乙rじの 7γA 'j，ゐJt-iÆ<.U-'Y.生 I~ 手ユ図 1:' 示ず
よ主I)て、、良手県r1-ほんのれながった。

4争奴剰と Lてイソ 1"今Jレ11レフ----;レノヘ

キソン丘閉しlゐと Np(γ) 1/-)て"みら YL争よ

うにん1L(if)はよ〈油会 5十1た。その禄チ

~~各;) 1君主if.1.キシレンの渇4きのよう q 斗

主主夫 I~ lj:く pパと美Lこ3ψ室主率{ます青天した a 一
二れは i古.r1千f変?宗根手左官すゐj御身¥lJ'"A明ι 雨。01

(ず)に 6乙~~すゐ fJ ¥ I dicA型c.lていゐイゼLグ)今 / 

手左希E脱う{t~ユと 1 : .Jってお金念され伊 J 、
い宇主17'¥‘て旬汗るたが}と考えウ札令。，{ソプケ

ルアルフ ---Jレで地去したのちに雑々の L宅設
lこま基地生して待Tこう容戒について A'I>t.(il)の

キたはぐ iiA?匙投との令従左手企討した以

芝生仰な仰晃~ ~，f.鳥られ存培、? 1'(.0 

0.1 o pH 3.60 (キシレンJ
• pH従5"0(.イゾ・才7タン)

ふ3
A 

選0.01

〈会

0，∞1 
0‘05 。、I 0.2 0.5 

-iiA本皮(M) ‘ 

第Z函Arn.付)の舗己比の-rrM.蝋級住

。‘I

O.OD/ 

3 1/ υ S 6 

:;， 1 1沼 A叩 (v) 司令raJ~J;t_，~ pt1依存f主

1001 
o 0.1門 TTA(イソ7"'rJV l'ルシル〉・0./ト1TrA (イソ;fクデン)

LI 0.>門 TTA(キシレン〕

，....、

三ま
-.::_.， 

結
J

制
実

。
If. S 6 
vH 

1iA 1てよ令んη(v)の-ta1忠

3 

第3困

iミ南ズ
1) . F.し門oorι， Anal. Chemリ主.715"((守ι3) 
z) J. R. 510k乙Iy，ゴr. and 戸.し門oore，An().J. Chemトp ミ'.J， (/守t/.( ;90ワJ‘

3) H. J~v"n! ()..rl(/' D. /Y. EcJ.a- ì Y1~to九，ヰ 1/W守 • tVlAc.I. Ch.em・J ぜ J 3/L/ ( 19ι1 ). 

ι1 工.P再i.，'ma..r，'札 &れJ_ YIA-.瓦.Zolotov， . To..!a.比ttt.) .1..， t守I (1守るえ〉旬、
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2 B 2 4 

極低濃度に於る放射性同位体の落存状態の研

究(そのV)無担体 31S iの落存状態

原研 市川富士夫 O佐藤忠

極低濃度に於るクイ素の溶存状態は，ナイ素の適当まトレーサーが無い，検出感度

の高い分析法が無い，放射化分析での放射化断面積が少¥1"，等の理由 Uてよ bほどんど

知ら れ て 念 い 。一方マクロ量での知見 K基ずいて，ラジオコロイドの生成に微量の不

溶 性ケイ酸塩が関 係 : す る と の 推 測 が 行 念 われている。

31 P ( n， p ) 31 S i 反応で 31Si (TY2= 2.62h)を 製 造 し て 希 薄 溶 液 中 で の ケ イ 素 の 溶 存

状態を，陰イオン交換法，高速遠心分離 法，を用いて検討した。また各水酸化物へ共

沈ナる無担体31S iの共沈機構を検討した。

1. 5 0 lll?の(NH4 )2 H P04 を薬包紙 K包み，グラファイト棒 K張 り 付 け JR R-1の

No. 1実験孔で 2時間照射した。試料を水で溶解しC.e型陰イオン交換樹脂カラムと H 型

陽イオン交換樹脂カラムを連続して通過 させ流出液を集める。とれ以外の照射条件で

は，照射中にリン酸塩の縮合が起 !J， 31 S iフラク γ ヨン中 vc31 P ( n， r) 32 P 反 応 の32p

が 混入する。 JR R-2気送管， J R R-1水平実験孔，で通常の方法で照射した 500砂

~ 1 0 ?の(NH4) 2 HP 04 試料については，試料を電気炉中で 185 "C ~150.C まで

( N H4) 2 H P 04 からのアンモニアガスの放 出 K合せて温度を下げ約 4時間アニーリン

グを行 1まった。その後試料を水 K 溶解 ，C.e型 陰 イ オ ン 交 換 樹 脂 カ ラ ム と H型陽イオン

樹脂カラムを連続して通過させた。流出液 vc32 Pが残っている時は，流出液をビーカ

-vc集め直火で 2時間激しく沸とうさせ，縮合リン駿をリン酸型に変え，再び C.e?li¥I 

陰イオ Y 樹脂カラムを通過させ，との流出 液 を 集 め た 。

2. 上で得られた無担体 31S iの希薄塩酸 溶液 vc， HC.e溶液，水， NaOH溶液，を加え

PH O~1 1. 5 までの種々 71 P H 溶液を調製し， 6万?で 1時間高速遠心機で遠心分離

を行なった。との条件では 31Siはいずれも沈降し左かった。

無担 体 31Siの希薄塩酸溶液を OH裂陰イオン交換樹脂カラム通し 31S iをカラムの上部

K 吸着させた。 51Si を吸着した各々のカラ ム か ら o.1 N ~ O. 7 N の NaOH溶液で 31S i 

を溶離し，分配 率と NaOH濃度の関係を両対数グラフ用紙 Kプロットし， - 2の勾配

を得た。

中性~酸性溶液からは C.ew陰イオン交換樹脂に吸着され左い事と合せて無担体 31S i 

の化学穫は， アノレカリ性溶液中では SiOt中性~酸性溶液中では H2S i 03であると推

定した。

金 属水酸化物への無担体 31Siの共沈機構は金属によって三つのグループに分れる。

各々のグループの共沈機構を検討する為以下の実験を行左った。

① La ( 0 H) 3 

La( 0 H)3へ共沈する 31S i怯， SiO;担 体が 1 0-
2 

M 以上加わると共沈率が急激 K減

少する。しかしとの減少は， La量を増加すると回復する。 La( 0 H )3へ共沈する 31Si 

の共沈率は ~3N の NaN0 3の共存によって影響され念い。沈澱する La(OH)3が微量
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でも 31Siの共沈率が 高 い 。 と れ 等 の 現 象 よ TLa(OH)3へ共沈ナる 31Siの共沈機構は，

難溶 性のナイ酸のランタン塩が生じ，とれ が La(OH)3と共に沈澱すると考えられる。

表 1 

沈 君愛 沈 澱 量 沈 澱 条 件

La(OH)3 1 0砂 0.4 NNa 0 H 

Fe(OH)3 1 0砂 0.4 NNa 0 H 

A.e ( 0 H) 3 O. 5 mp 6NNH4 OH  

Ca(OH)2 4ぞF 0.4 NNa 0 H 

Ni(OH)2 1 0 mp 0.4 NNa 0 H 

Cu ( 0 H) 2 1 0砂 0.4 NNa 0 H 

Cd ( 0 H ) 2 2 0砂 0.4 NNa 0 H 

本 Zn C 03 1 0砂 O.8NNa2C03 

本本 Cd C 03 2 0 mp 0.8 N Na 2 CO 3 

Ca C 03 2 0 mp O.8NNa2C03 

Sr C 03 4 ぞF O.8NNa2C03 

Ba C 03 1 0砂 0.8 NNa 2 C03 

，本 xZn ( 0 H ) 2 • Y Zn C 0
3 

本本 x Cd ( 0 H ) 2 . y Cd C 03 

@ Ca(OH)2 

共 澱 率

9 9.8 % 

7 3.5 % 

8 9.3 % 

5 7.6 % 

1 9.0 % 

8.5 % 

1 1. 6 % 

9 1. 0 % 

1 5.7 % 

5.2 % 

6.2 % 

5.1 % 

Ca(OH)2へ 共 沈する 31Siは共存ナる陰イオ y の増加 Kよって共沈率が減少する。

Ca(OH)2へ共沈ナる 31Siの共沈率は沈澱す る Ca( 0 H) 2の量 K著るし〈影響させる。

Ca ( 0 H) 2と母液を共存させて置〈とある程度共沈率が増加する。あらかじめ作って

置いた Ca( 0 H )z(i[は31S iはほどんど吸着されない。とれ等の現象よ T31 Siの Ca(0 

H) 2への共沈は，難溶性クイ酸のカルジュ ーム塩が沈降するとは考えられず，叉単純

念表面吸着とも考えられ念い。

@ CU(OH)2. Ni (OH)2. Cd(OH)2 

CU(OH)2. Ni(OH)2. Cd(OH)2 への 31Siの共沈機構は，共沈率が低<.再現

性 も悪いので，水酸 化 物 表 面 へ の 31Siの吸 着と考えられる。
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才支dト裂生夜、物キセノルあ、よ7;.."ヨウ素の挙劃

(京大原手炉)先吉田忠君p0豆、ヰ忠清 橋本哲夫

幸島和久 松下録:;a

旦主主:原子庁の運転 lこよツ燃料体中区生成した秩介裂生政、物の一軒 1<): 金属アルミ

ムウムの禄森村き 通 っ マ 顎手ゅの一決冷却水中 1ニ海(j-坐す。これ与の検小説生激、物

のうち 干セノシお‘ J 釘・ョウ素を冷却*ttzよ 3娃時i前でや陣ふ祈 L 冷却木中のうゑ存

キセノンおよぴ、ヨウ素の経時夜イヒ量 桑原ろザ公力における 2きち受屯むき測定するた

占))Z :;;令均7K ~h、吟 z.!ÝL内の核栓左分離寸る僚の基礎 a~ ~件ぁ、よ -u: 方法弘む'につv1
T検討す Q 2 ど怠図的とした。キセノンの分除去ピ Lては 四嵐イ七然表 a月ける拍散

決ゐよ"lX'注*生然主席 ¥1 る担反事量法定ノ ヨウ事的分融支玄乙しでは 四塩イと炭素社用日る拍

lk.~去を苛れぞれ検討した.

主監主主主:属与伊のメタT雲ょ υ肘 '::"7・で恋工1:1""在一次冷却水左下 1::示すよう匂操イドを

あこ抱い キセノシ ョウ華民 ブ‘ロム却とE の按~~道生成物左除去1'7により砂敵した。

〉令去?水中のキセノシフゲスねじ‘の FP加ス -，欠キ許水中のキセノン・ヨウさえ

12づ Vヲーさ は ユ令を下水中 0・5 1 "l主持水し、 などの思連分預金法

トJ之が'ヌを 3，&rl旬報j苦湿気しな相官ち F P 
がス主 l怠¥，1 封まし Pライ 7 -1スーア iしコ

ー iし堪j安 に 涛却した勤l金換で'捕、集す与す
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2 B 27 ゲル中の台乙拡散

(先矢甥) 0滅工 1)<丸 絃坤、良子

j是正、 fi稀ー持製k 山う安市的方盈てか事tLい方式と Lて悔京く来l市されるよ SK守
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糸賀的J.<1 j:伺じ.fi象土更の似る竜安I伝導変の結果 k令仰せ!!虞;lて‘ゲ]1.-+り自己拡
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的1(I在、ノゾ~~々 pA:Vt ，のき句止珂ーゼ、あヲて、 1'} '}ヲイト板よ 7出来ている
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実、教主霊友 l士、セフ 7 デ'/7スゲ JレK フ叫 τlま:z!iゼであるが、ゼヲチンゲ lレK っ、1 て晴

、モ ηソ 1レiι 主叫う主、を房長、 Lて、"でてサ守なフた.

*-落戒中 ηイ庁ンり合己拭散 κ腐{て l"t、。-?'!ぷザ札予 Kよj、理論的 κす令り詳細 K

吋坊さ帆ている。その結果 It、イオンの台己拡散保教 11;I D:=入.RTj企IF2
- 戸ぽ(戸ぽ定

数jて系的 1~ ~ .rう K 、極限当量千庁ン寵導震と関重 lておう、含己拡散鋸教 It、

そ η;濃度の平方模以対し‘直線的て;崎、少す~ ~リ 5 Dのτ‘ある。 LグL‘との埋持d:
極限引て‘あフて、生業設群町 κり灸フて内 7玄フ香のゼ tJ:求 lてな叫が、;濃度〆手孝

氏令lY(1ずなる謡、実、緊持某与一致す 3よラ K号?、議京$κ 外挿(長ま;て..[~‘ JÆ坊占
実、接櫨 7本正境 K~ 致する 5 のぜある・

主ミラピ、ケ咽 Jレ十て‘ ηセシウムイ庁ンの倉己拡散係教の道左、法慶のヂ才摂ペ 1fL

て7'ロット Lてみると‘水落戒中の場信 ιl土、 Ij'フき?異なフた縛号本あ子長門主わ叱

る・拡散後教の大きさ IJ:I セフ 7デックス、グ弘、 /0tゼラチン主政令 d、さく奇ラて

、、 a1/、オく建2員十のお急在、生存、限キ叙 κ於寸る自己拡散最教の佳品が、大体J.，(X /〆F

tArLj仏~C .l:同う事占、?判断すると、台、令~ ~く>1?元東中の場金 K 近叶 4査とな?て H 否。デ J[
K叶う、絹 R構造を有す 3物質中 τ‘It，その棋散侵踏台、.";1.くJAヌ員十 η場金 κ比べ‘、長く

なると叫ラ事台、 lj l て、拡散保教が水落京中の場~よ~ !I、さえ今苔と山 5手一ぱ‘当!Jt:
η争1::. l て理解され〆、モ tK-i' t 、普通の面停十など、よ~.. l;t ，ずフ左大き之、 4く;$ゑ
守つ数十抗の久きぎてる及ん τ~， '3 ~叫 3 事 I;}: 、ザル内キ κイ寸ン予と・ rJ昔、宇 y金生



κiえう抜 I} ~ Iれる有停が存者主す否主的う事を禾 Lて，)~ o とのよ 5'<，;/く5客来宇の場

会 K丘い官 Z拡散禄教を己つ'"t台、かわラず、縛rtある亭 l古、イオンミ濃度〆キ蓉なヒ

とラピ、'"く落葉十ず li~ま度ず、ヰ寿、 K な否 K つ M て、直線 61κ 増加す 3 の K 対し、ゲ Jj".
十ず lt¥ 三のような事 Itをム見予断ず、タ 1.ゼラチン、セ 7，デ・、yクスゲ 11..1<対て It

む Lう戒少 l1.ω否。とのよ 3なイオン濃痩ず.(t¥ ¥長ごヨピ、古 Z拡散保教が誠‘ケナ

~ h叫 5現象峰、ゼラチnンぞ穿矢ゲ Jl-rで ，，ftt!のヱ 三 η摂村イオン民つ川て吏;ι
さ以ている苦の下‘あ?てり‘ゲル停有宇多の左 足切れる。止とヲ f 、女フ 7デックスゲ

lレ It ‘ゲ lレ~ It宮町奇ず・ち.ぜ‘ヲ今ンなと長 It主ム要貿の香り τ‘あるが、倉 E揖育支々

明 (τIt、担ラチ〉ゲ Jレなど主閉じ主ヲな特徴再ヨ季初7さ示 Lて0ると、、ラ善也、，;f

えると、拡散尺朝 lて lほえ同じ姥梓民主る色のと推察出来る. .!::とラずと ;sz九
ゲ・ lレ中特有ヲ JJ象 κ関 lて、モれを史量的 κ語、捕す否現布 tt.‘ゲ lレり棒ょ1t~ -1;'、タ lL
Kイ庁ンり相主 4'Riff I ヌイ庁ン 'J ~杖ズ賃黛鍍~.、苛占
どある〆、ご =τ・、定性的v.:，.tえてみると‘包 71デ γ クスゲ/レ打‘当量空拳蓑J‘希
子車、 K なる K 右足 7 て 1 直線性官、， 7-"レて久さえ奇る』、、ぅ事かラ判 it す~ .t ，ゲ 1[..とイ

オンり相盈 At肝 J 生と.( ¥. P，艮蓄なと、 κ ょ~ ::.のよラ写，水;%;t(中の坊主主査 4 誕の ~Æ
象が共事ミ 3 のではな、、 b、主椎棄すれる。.グ
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丁乱'rfe十
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第1岡
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/季、、ターゲヤトー浮い行ツ作/主!こ対する

及跳殺認可 η室長何学的鮮法

ca.fcho' 

lfr-.珂東海珂
活 森 乞 太 郎

， l厚写ざ W のタ-ゲ‘ヴゾト左問噴のキ釘苛イV、い.ソ/ナhヤ一 lにζ1司z示んてで
照射しV ，キγ‘ツソ 4ナ戸vγ一l同=卸跳Lμぴ.ζ む宝鼠鼠;核 η救之夕一ケゲ，、ツy

1にこ?妓主支.官す 3宅すれLφ 比左理芳f察する入o いま' 稚程宵芝 t

‘づつ等方4牲笠瓦目跳t主4仮瓦定す人

界面上すべて今夕-'i'ット枝を界面上のー長 a.1ご集
めて考えると， 第1閣勾，J:" 5 1こp 生祇干支 11a_左中化

之す主半径 R の攻、面に一方薬 \C 介干す ~o との王表面土

葬l問中破壊でも示 Lた上うなy 界面に平行てや芝れや

れ一定問鮪の争くの五千面ず旬、「て得うれる面の表面

猿rt可ベて等 Lけのて:鳥面上ふうの反跳桂子の本

面lご直角な軸 l二 32づての少布!ま， えよ')両方向 1::尺

をー.ìn..~したよ tï~ tなる。 これを葬 2町ピlt* fi a: 
J)のニネの失 Ef，"来わし任。

界面から 3宗 ~CL η 男子面と平行なターゲヤト内の吾1 に
つ H て，ょと岡藤 I( 考える~，葬 1 囲
rtの長 b 力、ら左ルヘ Rの/旨l2Lc! iつ<

T\~ .(法投枝の少布刀;・得られ ~o こす1.!:. 

l司耕者=と ¥"1 0三d.壬 W 1こっ川て言え

るのず，第 i 閉めえ~b長なと‘'t等Z閏

l之示すよ j 1::' F H 上 lζ表旦則正 1く k づ

てゆくと y 第ぇ囲 l亡f..，' 11 "z j利子'IlI'iIZ..形

ABCDぽ生向殺の全数，三角形開 AE付p

有よ V:'CF々はそれ宅-れ η キt"J.h，-1ごど

がと色生按ヰ芸者tAc.， まRよ角地BF♀DHE

Iまタ}ゲ，，/1ーに丹留守 a':i.民枯l.t.AT1=比

例す 3面積五 4、つa 明水ら冒~ S fJ、なよ

A.(' =弘h'R よって h'-= J.Aclた

Ca十cher
(W-R)，i踊 Rjn: " h =(掛かん;会
さら I~ ~ 寸QJ'tg'e.t

葬£聞 ATT').llc =λj((h十ん') = ;l./(，h' (ザ吋
= 4AcW /，疋

し呉市;‘フてタ尺=4AcW/(ATTえAc) 一・ (1) どなる. 式(りは W>尺の喝令1;:向、立
するユと 11閉力、i:JOR ':> jJ、 γある。 ま円 王子行百ロ.l:L形 AeCD左包帯 C了忙し!とホゴ直す



p 男子晶 i之主孟な蜘にiJJつての瓦跳粒予の分キ 1ま台形 t・・あるごど方Jわb、る。

主 連の=と叱 アーゲけと向管句作、ソナャー£用 I1 ~場らずあフて実験て'季刊 H。た
¥". fo.1 ün~e ~ ~ η 安裁のよう lt，桂めて希薄なヲラン)'，レ ξ エウムふ金をターボァト 1=探

用，し， ヂIレ芝ニウムキTソナャケ rtざんて"実按す 3吋叫似的 1::::前立する僚件である。

また 夕-ゲヴ什トと異賞勾キTツナγド-左吊 11、る婁理験金ずf'も久， 夕-ケ‘ツyトい申、ら需犠注ぴ〆‘主弘広 ltたミ良跳

紬予lJ工J，キ科ヤイい
を 示す A

戎;υ〕lZM1・d.ct-~ が三重積分正明日て得た銅イ正式と一致す J"
(対)
w J}~' 'R rt ?ノト;r"場令lご Jl，t(υ} 11左足立 l令い。 ごの場冷 lξ 勺tIて等ぇ聞と向#ラ

芳え方 gL z.手3問。:得られる。

ゐtcJ.e:r T4Jlret ζo.fcJ，e.γ 

W I R-w 
，._ 

• h 
• 

す • 
」 --RF 一__，;I'.R. 

第3閏 W<Rの士事会

閣弘I:7
J

AT = W九 よって h= ATlw 
Aτ キ;?Ac = スR'九 = :J..RJ)， /w 

L r-"，'、「て . R = (AT +.lAc)・W/.;tAr ・

-ーー町ー
.(Z)ー

また，同首ヰャツナャー之用 11 長吋ι鳥画 1ミ主産枠由 I~ t .フオのぷト帝ぽ ZJ形 PQ.RS

の苛JJ;:なし ま T=，'}t~eJ.<VlA.. ら勾実験講来左用 I1 官官在化ウラン中崎 7f ;";1 ;.-フロダクト

司字的最程左をえfιJ在用 H て来め τ.Jt.~ 0 
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アルミニウム中!こお l十るブィヅ句シリコイ jレの

rang-e t:LuterSLO九

及河東薄商

ス己森富主人ま予， O~，左枯正 YU

つィヴうョシリコイ Jレの碓耗 l土平均徒程正中 I¥!.'1::長短両{剖 1，是子の分布互示七 ごれ¥;t

主に確認末立寄枠で斗俸f矢1:::よる桧与κならびに枝令梨 η 珠フィジョンリコイ 1レポ持去る

i量動エネ Iレギー勾 il レ~" ~ Iごまさ回.， ~ le.考え bれτ‘， :;'0 多くの荷先君 11:， リコイ

11，-技左コリメイト L手失耳金 1ごよリ， ごめ r~ Y/te dJ.号teysふ九 Id.正規介Y伊て"ある ζ とを実詳

し1 ¥ ¥ ~. またy ア lレミニヴムオフずの稚荘 t信頼ず去る J']えが'なケれている。

本報ゼ~~，_ r，~ nfe dlsjJe'rsio花左正夫旦分布と杖定しF コリメーショシ左仔わない実験左行

ない主ぃ質量範囲のリコイ!レ核 l二づき了angeム4feYS仇Ji3長めたa

(1，) 実験. 93完薬綿:m-uの対 O.グザ£埼販品 1ご舟、えy エーテ fレlこ本金、l..-， 40X~0171見

町 γJレさ=ウム箔 (J.3 'f土 0.0 1- 初'i'j.~1写)上ヘニ斗各辺 3 """乏践して， ず'd-~たケ均一!こ掠 l〈
ホ外ランフO T-て・れ燥しターゲ¥ソトと tF-.。 ダ}ゲット η ウラシ主ゐ勺 fと倒左裏側タ他まゑ

イ買 'J と~-→ 1ナる。 一方， キγ 、ソサ--yーに rI各連亭すY4oxsotm りア Jレミ=ヴム r~ 1府 1¥，~ 

者メ1ニ1、 裏側
/tぷL箔

3しもG主0.02

ユ/，斗35'士0.00与

_ i表内ようにターゲ'

葬i表 ターゲ:ヮト繋令体隊生r.l:綜喜の号~(，，:♂4%m~1 、ソト集令体互作づ拝。

裏側オ1第
十?ーケtyト

長4Ed5帥白・
矛1

3.]9-1: o ， o~十 JUY士0.02

3.3'1 -1: o.o，/- 1，41ナオtJ.OOヂ

手長茅-l!i!之d箔 妾.~将z司箔

d.o8il)，O:l g.37:t:M 't-

l・ザ3~土0.00井 1. J05'f，f).凶与

柔事{買与IJ箔

わ:J
~ 

照射後 1回放置し，

ターゲ、'Jト集合体主鮮

J本する。)与の箔の「

線スイクト lレ差別定

」一る一」人一一\一二~士 0 叫 l 柿土問;.If.1sr. 0何年附士0.(/0'1
;.1/;)5':1: 0.0。半

しF ヨI/tt'・I/'Lの♂ー

クの壊変ホタ， 件、ソ

チマー !こ埼友寸れた

りコイ 7レ核 η 分布z
t之めた。

(之〉 鮮析。 実験 z・1号 bれた佐乏， tれぞれの?自の厚きて"hリ各キャッチr内のリコ

イ 1レ魂皮乎均イ五方;得られる。 rr~ ， 裏 í~'l .表削 Jd:害す瓦跳主役え t てl司7向!と主ね九

ごうして整理 fれた J桔果 11:X 1図1こ示した例 η世〈なる。 国 11:辱オ (O"，t，)，(弘~らJ/Ij噌
ts)およが (0叫)，(ら~ヰ)町 F枚のキTツ十マー左用いた事験左示'--， リコイ 1レ平均濃友長t，i:2.

zょぴ九ヵ:‘実刑オれて いる。 長案岳7刷の葬 1~宙中勺手均濃衰 え広ょがえ"土攻民主仮

定 L-Z草以 L 作: 尺fi=-Atf
十五，(tr乙)十 {3(.t$ーら); 7<.fi=ii.'t'}..十認定fι-f2).

ご、 I-=-尺'1.'子汁i:耗 γーあリ Sufmmw-FbodJ3のア 1レ芝ニウム中の盛正採用した。間林

内考z.Tて‘ t，へら ，t.z"-i.尋1=汁す 3平吟:農産孔ff，長J伝と・ヵ;等以すれ"ll.
っさぽにp 脅程，.3.'iJ1 7Ylf引用Z 勾核葎 lま(0""3. S守)知'tAYc"，..辱 lご汁す占りコイ 1レヰオ守護度を 1~ 

~ 1， ま五発起<3."35'同fAル包内核桂 1;1'(0"，，(.08)初，t'A7{.Jfム辱 J-:::片す 1.Zれ左 1として F ご、ま

てl亡得 Lれ巨み!写ず 1て対す 3実験・計年伎を 之ト実腐こ‘'~ Jご稼芋JヒLt三e 三の喧lτ ム

述内 tい乙」わり悲友である方、九 りコ 11レ葉支(投射能濃lI)対淳ざグ予フよず.線分』と
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判
制
略
官
叶

*1函

キャヴナγーヤのヌf']'勾ン

1)コペ 1レの令』完P

匁

。
o tl 

葬£表
1aηfe d勾ersiゅ

2 宮平温中
本華民中!f.. 

H 一 ぇ6，4

81 一 ぇ'/.3

95 /4.え 一

17 1/，.0 一

マ? 11.1 えr.与

{03 /ワ.f一

111 一 30斗

115 一 J.Jf..O 

t 3 f .H:~ 一

‘132 立守え 一

1もち ;16ヰ 一
135 30.6 一

13守 一 /3.6 

f~バ 31.6 一

Lて表示ぎれし ゑ珂先ず lまコリメータ-:U史市しな川のて〉

飛荘内:正規少布オるならば， リコイル萩 11叫ツケ1'-内ピ束樟分

持晶数(1''''4> lx) dX， <;勾=(海元)...e_x，tぃ:L交方;・っマ分月?τ1. との

ふ哉l吉正規分為的 tr~え与えれ 11 部方..え苦 3 払 "il当なうま与
えy 以下町 4・) I=-*め(:.<T子 k の比(<1fk

f
)古:・ 1とな a rr ま求。i(~

の rr ~，主 ι \ f三，

す心わち，J専sι，tza:たゥI ~の ag.萩 τ・・ゑわす， と勾 Y写守内 l二

2う~ ')コイ 1レ接の敬(会放財約 l土束減少~ゐ致の t， 引 b らの史積
今1;.~目当す~ I}. ~， 1.のえ埼少z"得 bれ る面積圭 rt2-句f害リ勺た

佐主~叶 jφfり此]ゑlこ入れ 70 ロットすべ・寺七を求める。 と勾操作

でデータ止リコ -i 1レヨ農友対厚すのよ丘t!雄平紙上に臭と L て記入て"き 3 ようにな I}，特
定措示室 1=汁す 3祐長 1;t緯経内実(1?， o.勾左通止すヨ直線 k なるべ・守 γ為人 よバ J をの

長u.主勾傾!t最，)、自乗法，"i.. !:: ;り F 時空 D‘らり£来める。

之内操作五〈リ込し(り/rr-f')=1 /:ケ~ *て差出 rε 宗め 3ご 主 上 述 のi皇リて凶ある。 ミ

め守f主力、 b字f直帝 w= ;<， ~タ5rr 土茸射し た。

(3 )姑烹 唱を漁村"-1'1-1にわたる q 京主互に「けて上 i互の F}EZLZ 求め~ y 1レミ

FhhLωl!f'e dt.'sp en-i札左 h 去三 1ζ 示すe 向ゑ吋ギポゥ裳腕曹、与科長今角材守
5弘之町 11 l得p-1直も砕き乙し九 九豹 ~o %内タト勾半1車中 i主主来勾ヨリメーター正明リ

ド言者実験η結呆とー致して I1 ~ l:: 11 つ --r:.t " . た、、ayf宮署敬の久ず 11 ユ三の兼務τ'
久 ぎな γ'M1fedu"jle問、仇古;持られマ 11 ~理Jy ごれ 1'::づ(/之 lt史p::治対1:.$する。

引用丈称:

1)τ‘A. Panont/n， N.‘S ug-a.r7t1tl:和、 3‘17/t1Y，f， 10/ I<Ct. chUtl，位，/3.21 (1'It苛

Z，) H.}(;z~長Mι ， τ11J -.:233もき (J守66)
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i="ission TrllC~うまに J る KUR の中柱ろ東剥史

(芳夫骨手が〉 岩田 足、静 。橘卒哲夫

aを希ス ) 白ヰ寸 進:
f金茨)'..理〉守I面孝 吸よ玉危

自勾: fì巧 10孔 T巾|乙 ~r 1::.ぶゐ判主芸緑密乏の剥1主(Jノ語放射7ヒヲ五等/=2:-t I之路震 3

2ヂフ手永え的に帝主主E仔XJする=会ヤF 河ー司核分梨み旨教ヰ萱 E金正ド2藍li.f奇み毛 7表1鳴で

ぎ 3主メ炉、持合ごありフヰ受者亙A，j':":: とい Jつ守主介裂及たのし乏い1亀をネJ)有し F中控 3
/と々 ?ト 1し評価も可首εFあ句。

えに概悼の中枯3来 q もと守照取し Fi喝 i肌 TYl:lC九五便反転す 3ニヒ f=ぷりノニ』トすで国

揺さ・あ'作干る倣量今夜分裂柱え車)~宗忠 (};'d 以J接チーターら角奇手伝t 生三本) ::... 0方面
/¥ 0， fl己J有が屋監ん "dJりフつめる， ここ C‘CJ1:僅的荷対ι1< ， lC (ムRt1ゐ栓際、脅す普及稿
("-f;サる宇梓予?者五 会L守推芸民つ仏ご 1;;)天然ウうン守 0;~.t'U ， 'iJL守栓J-kフ仇て ld:"

.23"TI¥.. q接介梨反応(> 1.2 M&) 五)有仇 ζ去り史しK:.千専られ~~闘で ι 箱放射7仁え (0 s ~危
と上L鞍接言寸する包ムもにノ校今考長官民保有羽と lて埼い手負!雲寺 b平リヵー不宇}ト

(以下ヰ~ 1)マーと主守)代より侍うれE亀も比較せんこ.h"& g的色し K:.o

方法:天然ラ77二J よ4ぷトリヲム五千麟了 L 王=ヲム持表少うノ金持ぅ事「破ノアJしミ

ニタム干~，ニッ )1し碍よ，:.'電話し J ぴ又ペクト jし J ぽヵケント lてより i電老量五未:めノ
これl二1主主子主占{A'ヰアリマ-E.1益活ミ "it各庁身寸抜高 I=-でー!え昨同照射しTz-Q 照射1をl金

品 lてつ仏ご}苫4t%・フ‘γ路量ぅ邑 K とヲo.?jT古1，/1--"リマーれつ仏て lJ6 JJ. Nc;t Dt-t (0超音壊挙民主
子わと~'C: k てヲD介)~.L γ チシク 'fltf~ を行 rJ lA ，開地2三重ぷりヰ己め kM'邸寵妾1門
事 j卑勾穴ょう守枯3朱 ~1三めK. o
保果:キ柱3容をほう足利r よ D恥めた

F~=:.L 『

ピバL・ot. "t.. E 

ー:: C' F.ん;守持~線乗官友(cl)f( 1 . see.') 2~ 喜多毛枝分梨帝野昏を (ι札つ
に :す佼芝野'0司検受士劾苧 M叫i.電革枝ι 今イ母宗芸 5怠~~在~ (れC守併刊吋vη>(

丸弘4: v守ヂA持往3照耳肘寸件向 f付ε也ι乙) σ勾f:有夜羽力司蓑受介脅傑長鮒t窃E積 〈れC'帆YY川川Y札L2.匂) 

E.1dエッ手〉フ;知里 1:J 0 ~長白が恥うとられる干=めの補正f手数手そ久"\，，で事長わ之恥否。

ト ト{1 -(争六戸
一二吉、 ， Q_?予断:鏡倣鐘昆宰T乙め最天候桂(ド)， 'f乙:帝E:iq i芸大飛ヰf.( fμ) 
被今梨)コ 1= フぎ 2 コ 4 今様井戸歩主~*"-，飛師、芹存不平q発向守的争力守が 11.2で忘る

こ主&.，イ今希4庁q喜三安1与帝午主;J;¥'年向20机帆以よとあむ二とかう K=¥ kみ叫してよ凶‘

まf:::-I主毎q場合エッチンブ処王監):ぷりトラ Yク例中 t¥'、誌ずうれるドt)で本白ほ:fT.人ι
恥られ ld小の Ci叫己午乙主同つf.'" Iとし ζ背等しわ
以 L.CJJl条i下1-=ょう供うれR.{it果を μ・5割安射伴走 1""より偶うれた在い在もにネ J1::..永
事。 これかうトラック込ょうす与うれ k伍(a:~ま射fヒ乏 cl 1注』よ仏ー敬右手しと ωd::.と



ガぐわかる。不fリマー;_}， Cd:ょ可句補正五加えた毛 ocある亦.玄1It71. v.:比較しと rn:，仏
く手曹人伝 L人守柱 3束が伺うれと仏令。 をの命日国と le I苫J t玲寸拍 o1.安否子iユ亨さ[，在微

量全まれご (A~;接介裂可食 râ枝子主φ うち不均一 lて分砕しと;μ ドもので自名投介者長を行
日，T=舎のがき q~ t1j号、芝れど仏正二主ぞノぞれう抗守十主3限鳥寸守 lτ枝分悲し F む主卜
ljよ飛[(j‘室長か多いめ 1~患とぎ r今や y エ γ 今 ::..j" 1ユより与 1よる~陶 q 芝すが教とう
れ ζ今c、グラに ι3幸も本乙ら小ゐ. そ q 免 t::~ リマーめ r易々 L=- ld忠伊lこ土ιJ<:.歩和
i耕、(ニ~ I寄金 J 主ι ) と γ-体) (.，_ J'り分青年立小易μこ去がう械材祥寺〈下乞は以くう
かのやA吋がめ§かはロれTJ仇半矢 水.JZ;特比佐(3ぱ 10q 12/ f¥d 1二ぐヲサl前照肘レ
巳;f_'0マー Cd:令官事力℃奉 aLく，トう γフ'd桓寄c芝了よか， 1三。(...かレ TJ少てう+'.9守一
重鼻 lこ扶介梨可免 rJ干妻子主E金ま rJ仏こ企匂，ドラックが長 ω(向 17μ〉口め，ミず与
とのえ射がJ桑易手あ句。 これうの呉がうを-+ょ!)F長ナしと仏ふ 、

掛 1乱 l三 d"~1t昨イ生手持ミ q 古平租も什ぱ 3 手前. "i:"ド五よ仏・黒て全院長橋1:.子'¥IA (" ¥d株主不
可香芝市lτιケ暗少.¥.匹。

ゑ [

運金転力
期中ノト宮 5え(礼/ι吋引の

照射設1亀 F'.引 i。礼 T~C.I乙 トc.t~、， y" ~ r~ on 

(ド明〉 )v'¥; C. 0.... 'Pol~ cOJl.bp'YIO..Te 向井比・千01ι

100 (2.34主0.17)メrcf 2.4-'5' X 10(/ 

主オく殻脅 1000 (2.2~ 士 0.1 J) )( 1010 (2.1 士0.2)x 101<' 2.5"1メ 10'0

2000 (ち7 士0.4， )川O抽

守票、銭言受衛
1000 (2.47士0.25)x 10'。(1.~4 士 0. 1 5")川0'0 1..79〆IO[。

..2000 (2.77 ;-O.qO))( 10'0 

3000 (4.67士05めメ lヴ。
1000 (8.~O 士 0' 3!?) X 106 

(3.4士0.4)バ06

f " .3 4dOO (1.2 ! 1.0)刈げ

，5000 ((.8 士0.2)l( (07 

rp.悦司{ 1000 (4510土04-守)x102. ( 4-.6 士0めX1012 3.71 X IO'~ 

♀れ‘ヨ 1000 (546ti.03)xlt (3.7 T 0.2)決 idE 4.49 x ID'~ 

叶yJ._'Ve) 1000 (1. ~8 士 0.1 6 ) X 1()'3 制 (1.7 士O.2)x10'3 1.)7 X 1013 

$1的 '¥..t 1000 。‘68士0.1ア〉X 1 02 係4'4(441.l 士 O.I)x 1ぴv 

夫 !Ì'.λ~ 芸大ア 神風，f包 eテLヲー I"_d:告

対 j~~SS 民 Jゐム
が骨X a1，，-SS句前Jもεも含む、.

135 



r:.号スペアトロメトリー F よ 3~を及ふrr面殺
2 B 3 1 ."決夫法

/長汗貴 RE，方~i手法
11 4--~幸手刀珂え坊

γ得スペ 7トロメトリードよる幸町い・拘噴史意与え8た市 l{~花五介前歯嶺A 庇戦決
た五F用事る河え Itづい T込ベム
京支反介前面積"'~知 ri j毒手扮質 ιJlA-未知5刈夫:{3]管ヒのよ毘右;ベ狩lミ対 Lて守世子

宮、射を行 υje弐局関係 J)主1売却空白松長什輸血箱tら をギð'S~こでがでJ る:
ィイ.. ;}j • (;1'6， (トど~つどλIt' ー一 _ r I、
'-".... A之・ DI (1ー色ーんt)どんt' 、

こで /'1， I 凡6，，1:，よぴ入 11吐かぞ恥1空宇扮噴酢号、3数，毒護憲丈，艮元世[白務，お
よ的義塾長殺で;y，. 民， 1-主ょが入.2IJ:吐小ぞが苅it粉埋め号、予数 j義塾意文，および議
室走3支でCYl~. r~ λ t (J: ，~~射時)向ノ t' It;牧f時)rj~ -1"‘している. l 1)式旬、ら晴ヶ。、tr;..'

ごモ<... ;昆企試fté 用い 4 ヒ千世子未払え &)t ðf)~~メ穿 11 むし L rてがっ l 午T童手
寿並走品草草加 r~' 7び1=;M貴:t孟4 ヰ正雄-< l~ 起因司 3 良心者I白蒜OJt事去と 1 ;1之 &-I~ P.主主手
い3~てい Tj る‘

J ヤ(<.. 及ノキを f1¥.W0) rゑ菱紋 P f>本局~ ('}'J (l フて 1$，戎k試狩rJ.， ~ ((列?<7 7 
L で，d.1匂:主(:よ)溝手拘旬ぶぷぴ持t免抑喧品;.;t.右スペフトルE角平均荷量;tがで手
るが， feRJ.#チモ行がうさい品 34実以らび 1 守宅r.~在 rt ， .(ら p tt)重写ヵヌロ f町炉事1主叫
ピ¥¥<.勺督、 a文J邑を件r，/j . 
L P、1I ~， r ，?，スぺ 7 トロメトリーj: /~#L ぃ :tþ笥定菅広き辛冴えい適用す 3 ど，

f_d.i.ザ点 IJネ字とぶ I，1れな De車d)3パ)(~ Fu1J例制ダア p叫明告?先面持51τ マ壁
被可能であ a"1で， コシプ}ン叡長し寄付V'll51年I}.t-く翌三校事 3 ごとがで手~. すん、わ

ち，露、i-f$え科および測定試ff'" }昆右 λぺフトルドふI[3吐爪ぞれ品弁会向積Se i手め
るIl 11図Iミエ;ドて手 zr，" r <(子之内:J， ， !号 ~ettL

S.:; (10 T主aitzbL-hfLwbけ一一戸)

フf1:，K 恥ぞc{t仇 ;d¥t'Iごついて，争t;V'耐玲s~ r ポ
f年勾仇比例rOJt P~ ピ訓比/1"等 L 、.帰を 4 づ き
(S/Or 手負 (C'cPIA，t) …・ (n) ょう ri. c~m~島札を き
衣突して， しがる攻 1'- (サ式 I~ 1走?て函玲s~車吉弘 3 
可L(今注 .γ得1ぺ 7トPメトリー t<t. ~:tJJ 哲夫主
を法ス五q， 三寺島)). I~ ι 堂内誌虐 4 意差是えD で P き
1年"'~叫内抗~ Orぜ A 向"11;え肉用品子.〆J>l: 3 

DrーゴてP 一一(~)
ぐそノ え Jajも凶 l てい~ l' \~与の遼均 q 剥企""('， 1{ 

(11司勾払稜i寺訟でみ 3・よ守 T(3)お よ び('1-)ベけ
1 36 
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之氏 u等3: 

D 宮 S(1す t)/え・司 、--‘ (り

j覚フて(1ノv¥~ ;x Q ~t;z < ~わ ø~ でが T ♂âI . 
6... !'It ・.s~ (/ -e-λ，t) e-λ， t' :J.しいや丸)
J' 必.$，・ 4ダ， (/-e-ん t)ド λ:;t" ;(~ (-I -t ~ ~"'; ---- (t) 

(6J訴からして， *~主 I:/~ ;I:~ 反ル断面持品別走ドムド( 11， 過すのオ法で11伊穿ど
手中 3 J;(.較的刻長困難でf_~ fi刻定持1r..訓まじ易 u 守1苦手来患/者 1i.らぴ(1壕実ltli (. 

a利定t-孝モヂ牢ヒ Lr; " • 
グら l' 乏 I マ遥べ(~伊〈コ:，.. 7・ト〉散手し吾psa スペ 7トルが芝危 I!坐視で" ~ ~ ('， 

~ ~えをわ=ぃくつが《阿佐吟が)}ht- してい 3 ttA会予{，反応L封面積長制定 lt ) ~ 
手~.tU脅 lをつい 1 ClJ阿倍 pt~趣 E 有 3 ことが人記m 同 j主持 p\'Át[r. {;，.でい~ 1. J で，
hザI 板倉 E して j費用ず~ ~とがで~ ~. t {< ;同一乏~tf Iミイをまがわ‘~ Jq伺込
停も反ふ劃面積既知。湾李成雄どしてκ出向位L手 E 及ルt緋向得意~I)I i剖実技減t4 ~ 
場，f;-Plt，(6ノバ J1Jるいて葎手1d#rギdゥー頃1与が rj.<， fz γ 作Jt:比 a みて"í!~ 1安弘
主ご t 11ぐ子手 L
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2 B 3 2 

Ge (L1 )検出器による核分裂生成物のガ;/~

線測定

日本原子力容業 絵島安量購

大束縛是，下島 光

目的;核分裂 生 成 物 中 の 放 射 性 接 種 を同定するため、またその分析方法を検討する

ために高分解飽 Ge(L1 )検出器を用い て、核分裂生成物からのガンマ線スザタトル

を測定し、被分裂生成物中の各核種とその量を決定する方法について検討 Lぇ。

方法; U02 (13婦漫錨ウラン〉約タ.fI.$m' を秤量し、ポリエチレン製袋 K 封 入 し て 、

原子炉( T T R - 1、中佳子東約.2.$X 1011n 'CJl-2 . 目 白 c-1 )で fI.時 間 照 射 し た 。

照射后/日から 300自主で冷却時聞を変えて、試料のガンマ線スペクトルを測定し

た。測定系は ORTEC製 Ge(L1 ) 検 出器(3 cc )、前置増巾器 ( 101玄 L )、主増

巾糧 (.201 ) 1ioよぴ東芝製 .200ch. 波高分析器で構成した。

測定 K 際 してはベータ線草子よび軟 X線を阻止するために、カドミウム板(厚さ 0.$

!111ft) .2枚とアクリル板(厚さ$1ft.)を線灘と検出器との閥 K 配置した。

Ge( L1 )検出 器の検出効率は 1410e(1μ$K冊、 610r( 3.23 KeV )、 198Au ( 1/-/.2瓦eV)、

1810日 ( 66.2 KeV)草子よぴ 54Yn ( KfI..2 KeV )の標準線穏を用いて決定した。

一方 、 実 敏 値 を評価するために、ウラン-.23$の核分裂生成物の核データ(崩線系

列 、 核 分 裂 収率、半減湖、分岐比〉、核分裂断面積、 b よび熱中佳子東左どの定数

を用いて、被分裂生成物の量を計算した。質量数 7.2から 166までの系列について、

各核種の放射能を計算した。例えば、質量数 1'1-0の脱線系列は

削 X4165)L今l判 Cs(6GS)_1二今14080.(1.2・8d.)_13二-oT-140La.(40.2 h.) L 14
0

Ce(仙 le)

のように表わされる。

結果 ;1日か ら 30 日まで冷却した会核分裂生成物のガンマ線スベクトルを F1S.1

に示す。

F1g.1 tc砕いて、.2.2KKeV ~よぴ .27K KeV tc核分裂生成績で念い 289Bpのガンマ線

289 が現われている。 Npは

238U( l'I. ， nl39
U(23・5min..) • -~--.一歩 239Np(2.solaJ) 

K よって生成 したものである。

1 38 
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Cre (U)検出事を明、1る防たのがンて綾

2 B 3 3 久々 ワト Iしの碕究

L主文 lま碕)t科接見， 1菅杷j毛主

校4ト4えず生ずる短有今Xe.，fえ停の核的性質草刈究するため l二J 四割ι提案にふ奇;魯
味柚dえず争本八をイ色の技介先l生風物からi1:.1定lこ介錐L(:_ 1女，恥(Li)枚出等、ぜか ~ ..<線
:持陀ーを ~T ァ免。本碕慌の画的 l主 (リ IJ"XeI 13 8' Xe の正晴な守域別の ~~II~定 I (2)時ぬの
ず〉之総の工手ルヂ←与り vごに組対積良を j剣・足付二三 l二ふつ奇一奇抜七、高~ IUじ5の

しぺ lレ禍え僻目い錠をJむ択す aニ工， (3)即釘巳提案 i二ALの和利なる短寿命料、、八抜穏乙
が、袖出立れら小を日月らかに fるこ Z ずある。

'完敗
り) :容味，-141尚武

rxlo~/ot/怖の昼、十位子 Pど‘ 3令聞賊射 Lた 15-v 20 "'iの崎吠ウ 7コー lレ話品九四塩イL
皮系~ N"M~03 11<.:容，友の入フた介汲ロートに峨 l，約 2-0t'! ~仇乙すする。有噸局主ナ
警の Mへ肘OJ71<..洛;夜c'~を:付金 I 10l'l.iのA<.71'"入つ t 叶 1;lt"-A-1二符 lIγ線測定左

41 ) 0 ふかI ~~十之十 1二 Xeポ有 4教婚かりiJ!} 11 弘、}ニ 'L'本， I司 4本志方式 τ、 ;~1定 t 丹市Xe..，
M叫 Xeの千;威期が生札ぞれ 1，:t91問1 JS、子工久 11jトずあるご℃からも ß~ ちか-，'~布品。
l2.) 測定~
主政え手}~，引何 f作づた有効本報 1.i c乙の恥(u)横向器、ま 77'1-<.， 120DVのバイ Y

人電丘、ィ使用 ltニ。首噌中毒L，主 P宮中容1， 5氏島弁相T零瓜吐ホぞれ ORTEC-1I8A，l.fIO I 

RじLテ00 tヤ〉ネ Iレぜ毒事。 S1Coの/2.2. f<"e， V I 60(0の 1333Ke.V-尤電ピ F ク-c'"jtJI定Lと令

僻俳，!..3 J< e V， Il'干〆'f， ~ /{t. Vど、ある。ヱネ Iレぞー十 γリプレ - y 3 ~/ Jよ1.
1仏，内ω，

60じb，ssy，川C;;，山8&'>.ず行フた。

L3) tr $丈御宇
各充電ピー クの柑持減反を測定ーするために I ~綜の壬ネ lレギ-乙計鉱対キの月~1去、左

7々帯浮謡1l5，院を年同 t求めた。(宅支拭務所核定勾 lqNAPSQ160Co，aWC戸)ー生の結果 V線
のZふ Iレヤーを E(Meり1 す五と計数効キ 1<);c=-(~、0 位。‘21 )え IO-~E-I.キJ2.-の同保 1嶋本わ
:!..Jhた。

t手足手らドに~\穿
U) 吋eJ3Fkeの子f成期 -
持タの時刻に円集J、々'7トv ま測定LP4to--7の予減期左京めた。 TJf.e.1 1こ

り7XEJ ，珂Xと l二埠Jるする℃忠め dし?e -Iのエネルギーイ重まりが、に'定規')芝札た干?品、制の

イ自主不 lた。ニ川匂値♀川』之主税 1よ射自転えず苛嘗 Lたοr4仰の僧をか主

、平均 LL..ヰえのた干減射を d包の珂 ，t" のお来三比較す喜弘よけ一致F 孔られ~[TJ..&_り。
立ち、吋Xeの宇ぅ時期t..Lて l，d.' lぽ司 l骨芝草L-乙芝た 17分の値仏海71晶どるように)もわれ

る" 1~ i-) <.，この為 '11自勺原因 lよJJ8xe'の玖ず再 11，3~ 令の βBC:>外務管 l二怠るものと尽
わJfLる。
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T~ 2-. Co"'1"附 ;sort.fof rkz. ;"e:.lfllfl( v，，1峨
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